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糸島市統計白書　ベンチマーク　総括

【人口・世帯に関する項目】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

1 人口増加率 -0.22% -0.03% 0.28%

2 自然増加率 -0.38% -0.26% -0.39%

3 社会増加率 - 0.22% 0.67%

【基本目標１　-　未来社会で輝く子どもを育むまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

21 0歳～2歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 43.1% 42.3% 48.7%

22 3歳～6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 58.8% 59.4% 69.2%

27 蔵書数（人口一人当たり） 3.62冊 2.84冊 2.96冊

【基本目標２　-　人と人がつながり助け合うまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

29 NPO法人認証数（人口10万人当たり） 40.8団体 34.0団体 36.6団体

30 持ち家率 62.3% 53.8% 76.7%

17市町中　２番目に高い

17市町中　７番目に少ない

都市圏位置づけ

17市町中　３番目に多い

17市町中　２番目に高い

都市圏位置づけ

17市町中　９番目に低い(中間値)

17市町中　最も低い

17市町中　６番目に高い

都市圏位置づけ

17市町中　最も高い

育て中の夫婦の就労状況を見ると、０歳～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合は48.7％

（平成27年）で５年間で8.7ポイント増加、３歳～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合は

69.2％（平成27年）で５年間で9.1ポイント増加しており、全国・福岡県平均を上回り、福岡都市圏でも高い水

準にある。

蔵書数（人口一人当たり）は、経年比較で見ると一貫して増加しているものの、全国平均を下回り、福岡都市

圏単純平均より0.51冊少ない。

NPO法人認証数（人口10万人当たり）は、全国平均より少ないが、福岡県平均より多い。令和元年度には1.6

団体増加し、福岡都市圏で３番目に多い。

持ち家率は平成12年から一貫して減少傾向にあるものの、全国・福岡県平均を上回り、福岡都市圏でも２番

目に高い。

合併以降、人口増加率はマイナスが続いていたが、平成27年から社会増加率がプラスに転じたことにより、

人口増加率も平成28年からプラスに転じ、令和元年は増加率が減少したものの４年連続でプラスの増加率を継

続している。社会増加率では、福岡都市圏１７市町のうち、６番目に高い数値となっている。

一方、自然増加率は、合併以降多少の増減はあるものの一貫してマイナス傾向が続いており、令和元年は

-0.39と合併以降最も低い数値となっており、福岡都市圏の中でも最も低い数値となっている。
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【基本目標３　-　みんなの命と暮らしを守るまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

33 救急車の現場到着平均所要時間 8.7分 8.3分 7.5分

34 建物火災出火件数（人口10万人当たり） 16.4件 14.7件 7.1件

36 刑法犯認知件数（人口千人当たり） 5.9件 6.8件 4.1件

【基本目標４　-　健康で安心して暮らせるまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

39 生活習慣病による死亡者数（人口10万人当たり） 549.6人 506.6人 505.8人

40 メタボリックシンドロームの該当者割合 16.7% 18.4% 17.4%

44 介護給付費（第１号被保険者一人当たり） 254,791円 280,044円 255,960円

【基本目標５　-　ブランド糸島で活気あふれるまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

47 認定農業者の割合（販売農家に占める割合） 17.9% 17.3% 24.2%

48 農業産出額（農業就業人口一人当たり） 4,317千円 3,675千円 5,365千円

52 製造品出荷額等（従業者一人当たり） 41,792千円 44,559千円 18,204千円

53 年間商品販売額（従業者一人当たり） 57,737千円 56,140千円 21,247千円

54 事業所数（生産年齢人口千人当たり） 87.1事業所 89.0事業所 66.6事業所

55 市内総生産額（就業者一人当たり） - 7,869千円 6,161千円

17市町中　７番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

10市１町等中　３番目に多い

都市圏位置づけ

17市町中　最も高い

17市町中　２番目に多い

17市町中　６番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

７管轄地域中　最も短い

17市町中　３番目に少ない

17市町中　４番目に少ない

都市圏位置づけ

17市町中　２番目に多い

17市町中　７番目に高い

都市圏位置づけ

救急車の現場到着平均所要時間は、全国・福岡県平均より短く、７管轄地域中最も短い。

建物火災出火件数（人口10万人当たり）は、平成28年は増加し、全国・福岡県平均を上回ったが、平成29年

には再び減少し、平成29年以降は全国・福岡県平均を下回っている。

刑法犯認知件数（人口千人当たり）は、年々減少傾向にあり、全国・福岡県平均と比較しても少ない件数

で、福岡都市圏でも４番目に少ない。

生活習慣病による死亡者数（人口10万人当たり）は全国平均を下回っているが、福岡都市圏で２番目に多

い。

メタボリックシンドロームの該当者割合は福岡県平均を下回っており、福岡都市圏で７番目に高い。

介護給付費（第１号被保険者一人当たり）は、福岡県平均を下回っているが、福岡都市圏で３番目に多い。

認定農業者の割合（販売農家に占める割合）は、全国・福岡県平均を上回り、福岡都市圏では最も高い。平

成17年からの10年間で6.7ポイント増加した。また、農業産出額（農業就業人口一人当たり）も、全国・福岡

県平均を大きく上回り、福岡都市圏で２番目に多い状況である。

工業の指標である製造品出荷額等（従業者一人当たり）、商業の指標である年間商品販売額（従業者一人当

たり）、事業所数（生産年齢人口千人当たり）は、全国・福岡県平均を大きく下回っている。

従業者数（生産年齢人口千人当たり）も増加傾向にあるが、福岡都市圏平均より214人少なく、全国・福岡

県平均を大きく下回る。

市内で就業している人の割合は、平成17年からの10年間で8.3ポイント増加し、福岡都市圏で２番目に高

い。福岡市を除く福岡都市圏の平均と比べても16ポイント高くなっている。

これらのことから、法人市民税収納額（人口一人当たり）や、市内総生産額（就業者一人当たり）、市民所

得（人口一人当たり）が低い水準となって表れている。
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56 従業者数（生産年齢人口千人当たり） 794人 770人 440人

57 市内で就業している人の割合 - 49.4% 52.1%

58 法人市民税収納額（人口一人当たり） 17,553円 15,988円 4,258円

59 市民所得（人口一人当たり） - 2,885千円 2,772千円

【基本目標６　-　快適で住みよいまちづくり　-　】

特徴的項目

No 項目 全国 福岡県 糸島市

62 都市計画道路整備率 77.0% 79.0% 75.7%

64 水道普及率 98.1% 94.9% 79.7%

65 汚水処理人口普及率 91.7% 93.0% 90.4%

67 生活系ごみ搬入量（人口一人当たり） 218.7kg 212.0kg 259.4kg

68 ごみのリサイクル率 19.6% 21.0% 24.7%

都市圏位置づけ

17市町中　８番目に低い

17市町中　２番目に低い

17市町中　最も低い

17市町中　2番目に多い

17市町中　７番目に高い

17市町中　最も少ない

17市町中　２番目に高い

17市町中　最も少ない

17市町中　４番目に少ない

都市計画道路整備率は、令和２年で75.7％と対前年比で4.4ポイント増加したものの、全国・福岡県平均を下

回り、福岡都市圏内で８番目に低い状況である。

水道普及率は、79.7％と全国・福岡県平均を大きく下回り、福岡都市圏内で２番目に低い。また、汚水処理

人口普及率も全国・福岡県平均を下回り、福岡都市圏内で最も低い。

生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）は、全国・福岡県平均を上回っている。平成25年度に一旦減少したも

のの増加傾向にあり、令和元年度は対前年比で14.6㎏増加し、福岡都市圏で２番目に多い状況となっている。

また、ごみのリサイクル率は、全国・福岡県平均より高く、福岡都市圏で７番目に高い。

糟屋地域のリサイクル率が高く、糸島市の2.5倍ほどになっている。
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糸島市統計白書　ベンチマーク項目一覧

1 人口増加率 -0.22% -0.03% 0.28% R1

2 自然増加率 -0.38% -0.26% -0.39% R1

3 社会増加率 - 0.22% 0.67% R1

4 昼夜間人口比率 - 100.1% 81.2% H27

5 年少人口割合 12.6% 13.4% 13.6% H27

6 生産年齢人口割合 60.7% 60.7% 59.4% H27

7 老年人口割合 26.6% 25.9% 26.9% H27

8 従属人口指数 0.65 0.65 0.68 H27

9 ３世代世帯割合 5.7% 4.5% 9.6% H27

10 粗出生数（人口千人当たり） 7.08人 8.01人 6.83人 R1

11 合計特殊出生率 1.43 1.50 1.44 Ｈ25-29

12 粗死亡数（人口千人当たり） 10.92人 10.62人 10.71人 R1

13 労働力比率 56.1% 54.6% 57.9% H27

14 核家族世帯割合 55.8% 54.5% 64.6% H27

15 単独世帯割合 34.5% 37.4% 21.2% H27

16 65歳以上世帯員のいる世帯割合 40.7% 38.6% 47.3% H27

17 高齢夫婦のみの世帯割合 11.4% 10.7% 13.0% H27

18 高齢単身世帯割合 11.1% 11.8% 8.8% H27

19 未婚率 26.6% 27.2% 24.9% H27

20 有配偶率 57.1% 54.8% 59.7% H27

基本目標１ 21 0歳～2歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 43.1% 42.3% 48.7% H27

22 3歳～6歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合 58.8% 59.4% 69.2% H27

23 幼稚園利用率 61.4% 70.7% 73.3% R2

24 保育所利用率 95.7% 93.9% 96.2% H29

25 小学校児童数（教員一人当たり） 14.9人 15.9人 14.9人 R2

26 中学校生徒数（教員一人当たり） 13.0人 13.8人 12.7人 R2

27 蔵書数（人口一人当たり） 3.62冊 2.84冊 2.96冊 R1

28 市民一人当たりの図書貸し出し冊数 - 4.2冊 5.4冊 R1（全国はＨ30）

基本目標２ 29 NPO法人認証数（人口10万人当たり） 40.8団体 34.0団体 36.6団体 R1

30 持ち家率 62.3% 53.8% 76.7% H27

31 空き家率 13.6% 12.7% 10.7% Ｈ30

32 審議会等における女性委員の登用率 27.1% 32.9% 32.1% R2

基本目標３ 33 救急車の現場到着平均所要時間 8.7分 8.3分 7.5分 H30

34 建物火災出火件数（人口10万人当たり） 16.4件 14.7件 7.1件 Ｈ30

35 交通事故発生件数（人口10万人当たり） 302件 527件 357件 R1

36 刑法犯認知件数（人口千人当たり） 5.9件 6.8件 4.1件 R117市町中　４番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

みんなの命と暮らし

を守るまちづくり
17市町中　３番目に少ない

７管轄地域中　最も短い

17市町中　８番目に高い

16市町中　３番目に高い

人と人がつながり助

け合うまちづくり
17市町中　２番目に高い

17市町中　３番目に多い

17市町中　６番目に少ない

17市町中　最も少ない

17市町中　２番目に少ない

17市町中　７番目に高い

17市町中　７番目に低い

未来社会で輝く子ど

もを育むまちづくり
17市町中　２番目に高い

17市町中　７番目に少ない

17市町中　最も高い

17市町中　８番目に低い

17市町中　５番目に低い

17市町中　９番目に低い(中間値)

17市町中　５番目に高い

17市町中　２番目に高い

17市町中　４番目に低い

17市町中　８番目に低い

17市町中　８番目に高い

17市町中　２番目に多い

17市町中　３番目に低い

17市町中　最も少ない

17市町中　２番目に高い

17市町中　４番目に高い

17市町中　３番目に高い

17市町中　２番目に低い

17市町中　２番目に低い

17市町中　６番目に高い

17市町中　最も低い

人口・世帯に関する

項目
17市町中　９番目に低い(中間値)

17市町中　４番目に低い

都市圏位置づけ データ時点区分 No 項目 全国 福岡県 糸島市
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糸島市統計白書　ベンチマーク項目一覧

都市圏位置づけ データ時点区分 No 項目 全国 福岡県 糸島市

基本目標４ 37 生活保護費（人口一人当たり） 28,722円 42,532円 15,128円 H30

38
特定健診受診率

（市町村国民健康保険に係る受診率）
38.0% 34.2% 37.6% R1

39
生活習慣病による死亡者数

（人口10万人当たり）
549.6人 506.6人 505.8人 H27

40 メタボリックシンドロームの該当者割合 16.7% 18.4% 17.4% Ｈ30（全国はＨ27）

80.8歳 80.7歳 80.7歳 H27、男性

87.0歳 87.1歳 87.4歳 H27、女性

42
国民健康保険医療費

（被保険者一人当たり）
352,917円 382,885円 372,676円 H30

43
後期高齢者医療費

（被保険者一人当たり）
943,082円 1,178,616円 1,191,159円 H30

44
介護給付費

（第１号被保険者一人当たり）
254,791円 280,044円 255,960円 H29

45 要介護認定率 18.3% 19.1% 14.7% Ｈ30

46 身体障害者手帳所持者数（人口千人当たり） 40.9人 44.2人 44.1人 H27

基本目標５ 47
認定農業者の割合

（販売農家に占める割合）
17.9% 17.3% 24.2% H27

48 農業産出額（農業就業人口一人当たり） 4,317千円 3,675千円 5,365千円 H30

49 林野面積割合（総面積当たり） 66.5% 44.6% 45.6% H27

50 漁獲販売金額（１経営体当たり） 1,963万円 1,676万円 1016万円 H30

51 海面漁業水揚げ量（１経営体当たり） 55,198kg 28,954kg 12,640kg H30

52 製造品出荷額等（従業者一人当たり） 41,792千円 44,559千円 18,204千円 R1

53 年間商品販売額（従業者一人当たり） 57,737千円 56,140千円 21,247千円 H28

54 事業所数（生産年齢人口千人当たり） 87.1事業所 89.0事業所 66.6事業所 R1

55 市内総生産額（就業者一人当たり） - 7,869千円 6,161千円 Ｈ30

56 従業者数（生産年齢人口千人当たり） 794人 770人 440人 H26

57 市内で就業している人の割合 - 49.4% 52.1% H27

58 法人市民税収納額（人口一人当たり） 17,553円 15,988円 4,258円 H30（全国はH29）

59 市民所得（人口一人当たり） - 2,885千円 2,772千円 H30

60 観光入込客数 - 122,411千人 6,827千人 H30(福岡県はH29)

基本目標６ 61 可住地面積割合（総面積当たり） 32.4% 55.4% 54.4% Ｒ1

62 都市計画道路整備率 77.0% 79.0% 75.7% R2

63
都市公園等面積

（都市計画区域人口一人当たり）
10.40㎡ 9.45㎡ 5.11㎡ H28

64 水道普及率 98.1% 94.9% 79.7% R1

65 汚水処理人口普及率 91.7% 93.0% 90.4% R1

66 河川の水質状況（BOD 75%値）（※数値が低い方が良い） - 2.1mg/l 2.3mg/l R1

67 生活系ごみ搬入量（人口一人当たり） 218.7kg 212.0kg 259.4kg R1

68 ごみのリサイクル率 19.6% 21.0% 24.7% R1

行政経営戦略 69 財政力指数（※数値が高い方が良い） 0.51 0.54 0.57 R1

70 経常収支比率（※数値が低い方が良い） 93.6% 93.3% 89.8% R1

71 実質公債費比率（※数値が低い方が良い） 5.8% 6.6% 6.5% R1

72 市民一人当たり地方債残高 438千円 634千円 287千円 R1

73 将来負担比率（※数値が低い方が良い） 27.4% 24.1% 0.0% R1

74 市税の収納率 99.3% 99.2% 99.6% Ｒ117市町中　２番目に高い

17市町中　６番目に多い

17市町中　８番目に高い

17市町中　４番目に低い

17市町中　最も低い

17市町中　７番目に高い

17市町中　2番目に多い

17市町中　最も低い

17市町中　２番目に低い

17市町中　６番目に少ない

快適で住みよいまち

づくり
17市町中　８番目に低い

17市町中　６番目に低い

非公表のため不明

17市町中　４番目に少ない

17市町中　最も少ない

17市町中　２番目に高い

17市町中　最も少ない

17市町中　２番目に少ない

17市町中　７番目に少ない

17市町中　２番目に少ない

17市町中　６番目に少ない

５市町中　３番目（中央）

５市町中　２番目に少ない

17市町中　６番目に高い

ブランド糸島で活気

あふれるまちづくり
17市町中　２番目に多い

17市町中　最も高い

17市町中　２番目に多い

10市１町等中　５番目に低い

10市１町等中　３番目に多い

17市町中　９番目に多い(中間値)

17市町中　7番目に少ない

17市町中　８番目に長い

41 平均寿命

17市町中　12番目に長い

17市町中　７番目に高い

17市町中　２番目に多い

健康で安心して暮ら

せるまちづくり
17市町中　６番目に高い

10市１郡中　最も少ない
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筑紫野市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】
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0.07
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0.28

-1.00

-0.50

0.00
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（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

「人口増加率」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中の人口

増加数（自然増減＋社会増減）の割合で、人口の変化量を総合的に表す指標として

用いられる。

人口増加率＝期間中の人口増加数÷期間の始めの人口総数

【人口増加数：277人、期間の始めの人口総数：97,910人】

（平成30年10月～令和元年9月・糸島市）

※平成22年、平成27年の数値については、国勢調査人口。

資料：総務省統計局「人口推計」、「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の人口増加率は、0.28％。平成22年以降はマイナス値が続いて

いたが、平成28年に増加に転じ、以降プラス値が続いている。

また、全国の-0.22％に比べて0.5ポイント高く、福岡県の-0.03％と比べ0.31ポイ

ント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち9番目に低い（中間値）。

※福岡都市圏全域の人口増加率は0.68％

※福岡都市圏10市7町の人口増加率の単純平均は0.52％

（１）人口増加率 ０．2８％

2.59 

1.19 1.18 0.94 0.84 0.77 0.52 0.52 0.28 0.26 0.17 0.12 0.11 0.10 
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（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年１０月～令和元年９月】

都市圏全域0.68
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　 春日市
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　 志免町
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　 那珂川市

　 須恵町

　 篠栗町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】
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（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年１０月～令和元年９月】

都市圏全域0.04

「自然増加率」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中の自然

増加数（出生数－死亡数）の割合で、人口の増減を、出生及び死亡による自然増減

の観点からみる指標として用いられる。

自然増加率＝期間中の自然増加数÷期間の始めの人口総数

【自然増加数：－380人（出生者数：669人、死亡者数：1,049人）、

期間の始めの人口総数：97,910人】（平成30年10月～令和元年9月

・糸島市）

資料：総務省統計局「人口推計」、「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の自然増加率は、-0.39％。平成20年以降はマイナスに転じてい

る。平成30年度は若干回復したが、令和元年は-0.15ポイント低下した。

また、福岡県の-0.26％と比べ0.13ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏全域の自然増加率は0.04％

※福岡都市圏10市7町の自然増加率の単純平均は0.01％

（２）自然増加率 －０．３９％

-0.05 
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(%) 全国、福岡県、糸島市の推移
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糸島市
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単純平均

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】
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町

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年１０月～令和元年９月】

都市圏全域0.64

「社会増加率」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中の社会

増加数（転入者数－転出者数）の割合で、人口の増減を、転入及び転出による社会

増減の観点からみる指標として用いられる。

なお、ここでは市町村（都道府県）間の転出入による社会増減を指標とするた

め、全国については記載しない。

社会増加率＝期間中の社会増加数÷期間の始めの人口総数

【社会増加数：657人（転入者：4,496人、転出者：3,839人）、

期間の始めの人口総数：97,910人】（平成30年10月～令和元年9月・糸島市）

資料：福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の社会増加率は0.67％。平成21年以降でみると減少傾向にあ

り、平成26年には-0.18％であったが、平成27年から5年連続でプラスに転じた。

また、福岡県の0.22％と比べ0.45ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に高い。

※福岡都市圏全域の社会増加率は0.64％

※福岡都市圏10市7町の社会増加率の単純平均は0.52％

（３）社会増加率 0.67％

0.09 
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福岡県、糸島市の推移
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】
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（％） 福岡県、糸島市の推移
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域101.2

「昼夜間人口比率」とは、夜間人口（常住人口）に対する昼間人口の割合で、一

般に都心部では値が大きく、郊外（ベッドタウン）では小さい。

昼間人口：常住人口－市外への通勤・通学者＋市外からの通勤・通学者

夜間人口：市内に住んでいる人口（＝常住人口）

昼夜間人口比率＝昼間人口÷夜間人口

【昼間人口：78,306人、夜間人口：96,475人（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の昼夜間人口比率は、81.2％。昭和55年以降でみると、平成

７年までは一貫して減少していたが、平成12年には増加に転じている。なお、昭

和55年からの35年間で3.6ポイント減少している。

また、福岡県の100.1％と比べ18.9ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。

※福岡都市圏全域の昼夜間人口比率は101.2％

※福岡都市圏10市7町の昼夜間人口比率の単純平均は90.9％

（４）昼夜間人口比率 ８１．２％
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向
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「年少人口割合」とは、人口総数に占める年少人口（15歳未満）の割合で、少

子化の傾向をみる指標の一つとして用いられる。

年少人口割合＝年少人口÷総人口

【年少人口：13,109人、人口総数：96,110人（平成27年・糸島市）】

※年齢不詳は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の年少人口割合は、13.6％。昭和60年以降でみると、一貫して

減少しており、昭和55年からの35年間で9.9ポイント減少している。

また、全国の12.6％と比べ1.0ポイント、福岡県の13.4％と比べ0.2ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。

※福岡都市圏全域の年少人口割合は14.1％

※福岡都市圏10市7町の年少人口割合の単純平均は15.7％

（５）年少人口割合 １３．６％

都市圏全域14.1
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域64.2

「生産年齢人口割合」とは、人口総数に占める生産年齢人口（15歳以上65歳未

満）の割合。労働力や消費の中核をなす年齢層であるため、経済指標などにも用い

られる。

生産年齢人口割合＝生産年齢人口÷総人口

【生産年齢人口：57,101人、人口総数：96,110人（平成27年・糸島市）】

※年齢不詳は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の生産年齢人口割合は、59.4％。昭和60年以降は増加傾向に

あったが、平成17年で減少に転じ、昭和55年からの35年間で6.2ポイント減少し

ている。

また、全国、福岡県の60.7％と比べ1.3ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に低い。

※福岡都市圏全域の生産年齢人口割合は64.2％

※福岡都市圏10市7町の生産年齢人口割合の単純平均は61.2％

（６）生産年齢人口割合 ５９．４％

- 15 -



全国
福岡県
糸島市

福津市
久山町
糸島市
宗像市
須恵町
太宰府市
古賀市
宇美町
篠栗町
筑紫野市
志免町
福岡市
大野城市
那珂川市
春日市
粕屋町
新宮町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

9.1 10.3 12.1 

14.6 
17.4 

20.2 

23.0 26.6 

9.4 10.6 12.5 

14.8 
17.4 19.9 

22.3 
25.9 

10.9 11.3 
13.2 

14.5 
16.5 

18.9 

21.9 

26.9 

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

28.8 27.8 26.9 26.6 26.0 25.9 24.4 23.3 23.0 22.8 22.0 20.7 20.4 20.3 19.7 
16.9 16.4 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

福
津
市

久
山
町

糸
島
市

宗
像
市

須
恵
町

太
宰
府
市

古
賀
市

宇
美
町

篠
栗
町

筑
紫
野
市

志
免
町

福
岡
市

大
野
城
市

那
珂
川
市

春
日
市

粕
屋
町

新
宮
町

（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「老年人口割合」とは、人口総数に占める老年人口（65歳以上）の割合で、人

口の高齢化の程度を知る指標の一つとして用いられる。

老年人口割合＝老年人口÷総人口

【老年人口：25,900人、人口総数：96,110人（平成27年・糸島市）】

※年齢不詳は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の老年人口割合は、26.9％。昭和55年以降でみると、一貫して

増加しており、35年間で16.0ポイント増加している。

また、全国の26.6％と比べ0.3ポイント、福岡県の25.9％と比べ1.0ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に高い。

※福岡都市圏全域の老年人口割合は21.7％

※福岡都市圏10市7町の老年人口割合の単純平均は23.1％

（７）老年人口割合 ２６．９％

都市圏全域21.7
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全国
福岡県
糸島市

 久山町
 福津市
 須恵町
 太宰府市
 糸島市
 宗像市
 志免町
 篠栗町
 古賀市
 宇美町
 那珂川市
 筑紫野市
 新宮町
 大野城市
 春日市
 粕屋町
 福岡市

【人口・世帯に関する項目】

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

0.47 

0.51 
0.57 

0.65 

0.48 
0.51 

0.56 

0.65 

0.51 0.52 

0.57 

0.68 

0.45

0.55

0.65

H12 H17 H22 H27

福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

0.78 
0.76 0.73 

0.68 0.68 0.67 
0.64 0.64 0.63 0.61 0.60 0.60 0.59 0.57 0.56 0.55 

0.51 

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

久
山
町

福
津
市

須
恵
町

太
宰
府
市

糸
島
市

宗
像
市

志
免
町

篠
栗
町

古
賀
市

宇
美
町

那
珂
川
市

筑
紫
野
市

新
宮
町

大
野
城
市

春
日
市

粕
屋
町

福
岡
市

福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域0.56

「従属人口指数」とは、働き手である生産年齢人口が、年少者と高齢者をどの程

度支えているかを示すものである。

従属人口指数＝（年少人口＋老年人口）÷生産年齢人口

【年少人口13,109人、老年人口25,900人、生産年齢人口57,101人

（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の従属人口指数は、0.68。平成12年以降でみると、一貫して

増加しており、15年間で0.17ポイント増加している。

また、全国、福岡県の0.65と比べ0.03ポイント高い。

また、福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に高い。

※福岡都市圏全域の従属人口指数は0.56

※福岡都市圏10市7町の従属人口指数の単純平均は0.64

（8）従属人口指数 ０．６８
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全国
福岡県
糸島市
前原市

二丈町

志摩町
市全世帯数合算

久山町
糸島市
宇美町
須恵町
古賀市
篠栗町
福津市
那珂川市
宗像市
志免町
粕屋町
新宮町
筑紫野市
太宰府市
大野城市
春日市
福岡市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

10.1 
8.6 

7.1 
5.7 8.2 

7.2 
5.8 4.5 

17.9 

14.8 
12.1

9.6

4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

H12 H17 H22 H27

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

11.3 
9.6 

7.8 7.6 
5.8 

5.6 5.3 5.2 4.8 4.8 4.5 4.4 4.4 3.9 3.6 3.5 
2.0 

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

13.0

久
山
町

糸
島
市

宇
美
町

須
恵
町

古
賀
市

篠
栗
町

福
津
市

那
珂
川
市

宗
像
市

志
免
町

粕
屋
町

新
宮
町

筑
紫
野
市

太
宰
府
市

大
野
城
市

春
日
市

福
岡
市

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「３世代世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める３世代世帯数の割合

で、世帯構造の変化をみる指標として用いられる。

３世代世帯：世帯主との続き柄が、祖父母、世帯主の父母（又は世帯主の配偶者の父母）、世帯主（又

は世帯主の配偶者）、子（又は子の配偶者）及び孫の直系世代のうち、三つ以上の世代が同居している

ことが判定可能な世帯をいい、それ以外の世帯員がいるか否かは問わない。4世代以上が住んでいる場

合も含む。

３世代世帯割合＝３世代世帯数÷世帯総数

【３世代世帯数：3,332世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の３世代世帯割合は、9.6％。平成12年以降でみると、一貫し

て減少しており、15年間で8.3ポイント減少している。

また、全国の5.7％と比べ3.9ポイント、福岡県の4.5％と比べ5.1ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の３世代世帯割合は3.0％

※福岡都市圏10市7町の３世代世帯割合の単純平均は5.5％

（9）３世代世帯割合 ９．６％

都市圏全域3.0
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全国

出

死

福岡県

出

死

糸島市

出

死

全国

福岡県

糸島市

全国

福岡県

糸島市

全国
福岡県
糸島市

R1
粕屋町

新宮町

福津市

大野城市

筑紫野市

久山町

篠栗町

志免町

須恵町

福岡市

那珂川市

宗像市

春日市

太宰府市

古賀市

宇美町

糸島市

単純平均

　

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

【人口・世帯に関する項目】

「粗出生数」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中の出生者

数で、各期間の出生者数の推移から、出生による人口増加（自然増）の傾向をみる

指標として用いられる。

なお、全国と福岡県では調査時期が異なる（全国：１月～12月、福岡県：10月

～９月）ため、全国の数値は参考として記載する。

粗出生数（人口千人当たり）＝出生者数÷期間の始めの人口総数×1,000

【出生者数：723人、人口総数：98,061人

（平成23年10月～平成24年９月・糸島市）】

※平成24年度の全国値は未定のため算定できない。

資料：福岡県調査統計課「人口移動調査」、「人口推計」（年報）

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」（参考）

（８）粗出生数 ７．３７人（人口千人当たり）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

8.49 8.46 
8.38 

8.19 
8.20 8.03 8.06 7.90 

7.60 
7.45 

7.08 

9.17 9.24 

9.28 
9.02 

9.07 
8.99 

9.03 
8.85 

8.51 8.42 
8.01 

8.25 
8.09 7.23 7.37 7.32 6.99 7.60 

7.44 6.90 
7.36 6.83 

6.50

7.00

7.50

8.00

8.50

9.00

9.50

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（人）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

12.26 
11.11 10.44 9.66 9.55 9.32 9.28 9.24 8.82 8.72 8.52 8.23 8.03 7.91 7.82 7.22 6.83 
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新
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恵
町
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岡
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那
珂
川
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宗
像
市

春
日
市

太
宰
府
市

古
賀
市

宇
美
町

糸
島
市

（人） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年１０月～令和元年９月】

「粗出生数」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する、期間中の出生者

数で、各期間の出生者数の推移から、出生による人口増加（自然増）の傾向をみる

指標として用いられる。

粗出生数（人口千人当たり）＝出生者数÷期間の始めの人口総数×1,000

【出生者数：669人、期間の始めの人口総数97,910人

（平成30年10月～令和元年９月・糸島市）】

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の粗出生数（人口千人当たり）は、6.83人。平成21年以降でみ

ると減少傾向にあり、平成23年には８人を、平成26年には７人を割り込んだ。その

後、平成27年に７人台に回復したが、平成29年、令和元年と７人を割り込んだ。

なお、平成21年からの10年間で1.42人減少している。

また、福岡県の8.01人と比べ1.18人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町で最も少ない。

※福岡都市圏全域の粗出生数（人口千人当たり）は8.76人

※福岡都市圏10市7町の粗出生数（人口千人当たり）の単純平均は9.00人

（10）粗出生数 6.83人（人口千人当たり）

都市圏全域8.76
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参考　：　人口動態特殊報告　⇒　統計表一覧

全国
福岡県
糸島市

粕屋町
新宮町
篠栗町
志免町
須恵町
大野城市
那珂川町
福津市
太宰府市
宗像市
筑紫野市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

1.69 

1.50 
1.39 1.32 

1.34 
1.41 

1.43 

1.73 

1.54 
1.45 

1.35 

1.31 

1.43 
1.50 

1.85 

1.60 
1.54 1.45 

1.34 

1.37 
1.44 

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

Ｓ58-62 Ｓ63-Ｈ4 Ｈ5-9 Ｈ10-14 Ｈ15-19 Ｈ20-24 H25-H29

全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

2.00 
1.85 

1.77 1.75 1.70 1.70 1.69 1.66 1.64 1.57 1.54 1.52 1.52 1.49 1.44 
1.42 1.32 
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粕
屋
町

新
宮
町

篠
栗
町

志
免
町

須
恵
町

大
野
城
市

那
珂
川
町

福
津
市

太
宰
府
市

宗
像
市
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市

春
日
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町

糸
島
市

古
賀
市

福
岡
市

福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成25～29年】

単純平均 1.62

「合計特殊出生率」とは、地域ごとに15歳から49歳までの女性の年齢階級別出

生率を合計したもので、１人の女性がその年齢別出生率で一生の間に生むとしたと

きの子ども数に相当する。

人口減少対策、子育て支援サービスなどの厚生労働行政に係る指標として用いら

れる。

平成25年１月１日～平成29年12月31日の母の年齢階級別出生数

合計特殊出生率＝ ×5

平成27年10月１日現在の年齢階級別女性人口×５

【（平成25年～平成29年・糸島市）】

資料：厚生労働省「人口動態統計特殊報告」

総務省統計局「国勢調査報告」

資料

平成25年～平成29年の糸島市の合計特殊出生率は、1.44。昭和58年～昭和62年

以降でみると、平成15年～平成19年まで一貫して減少していたが、平成20年～平

成24年で増加に転じた。昭和58年～昭和62年と比べて0.41減少している。

また、全国の1.43と比べ0.01高く、福岡県の1.50と比べ0.06低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に低い。

※福岡都市圏10市7町の合計特殊出生率の単純平均は1.62

（11）合計特殊出生率 １．44
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出
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福岡県
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糸島市

全国

福岡県

糸島市

R1
久山町

糸島市

宇美町

篠栗町

福津市

太宰府市

宗像市

古賀市

須恵町

筑紫野市

志免町

那珂川市

福岡市

大野城市

粕屋町

春日市

新宮町

都市圏

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

8.95 9.28 
9.78 9.79 10.01 10.01 10.23 10.23 

10.58 
10.80 

10.92 

8.87 
9.24 

9.57 9.50 
9.85 9.70 9.92 

9.97 
10.27 

10.43 10.62 

8.40 8.51 

9.39 9.12 9.54 9.55 9.45 
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11.00

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（人）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

11.25
10.71 10.25 9.83 9.79 9.52 9.52 9.43 9.18 8.63 8.58 8.16 8.04 7.98 7.36 7.32
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粕
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町

春
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市

（人） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年１０月～令和元年９月】

「粗死亡数」とは、ある期間の始めの時点の人口総数に対する期間中の死亡者数

で、各期間の死亡者数の推移から、死亡による人口減少（自然減）の傾向をみる指

標として用いられる。

粗死亡数（人口千人当たり）＝死亡者数÷期間の始めの人口総数×1,000

【死亡者数：1.049人、期間の始めの人口総数：97,910人

（平成30年10月～令和元年９月・糸島市）】

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の粗死亡数（人口千人当たり）は、10.71人。平成21年以降、増

加傾向にあり、平成23年には９人、平成28年に10人を超え、平成30年に9人台に減少

したが、令和元年は再度10人台と増加した。

なお、平成21年からの10年間で2.31人増加している。

また、福岡県の10.62人と比べ0.09人多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の粗死亡数は8.36人

※福岡都市圏10市7町の粗死亡数の単純平均は8.92人

（12）粗死亡数 １０．７１人（人口千人当たり）

都市圏全域8.36
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【人口・世帯に関する項目】

指標の説明

指標の算出根拠
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統計データ（グラ
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向
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域55.1

「労働力比率」とは、15歳以上の人口のうち、就業者（休業者を含む）と完全失

業者の合計が占める割合を指す。働く意思と能力を持つ人の割合を示す指標として

用いられる。

労働力比率＝労働力人口（就業者＋完全失業者）÷１５歳以上の人口

【労働力人口：48,086人、15歳以上の人口総数：83,001人

（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の労働力比率は、57.9％。平成12年以降でみると、一貫して減

少しており、15年間で3.4ポイント減少している。

また、全国の56.1％と比べ1.8ポイント、福岡県の54.6％と比べ3.3ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に高い。

※福岡都市圏全域の労働力比率は55.1％

※福岡都市圏10市7町の労働力比率の単純平均は57.3％

（13）労働力比率 ５７．９％
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「核家族世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める核家族世帯の割合で、

核家族化の進展による社会構造の変化をみる指標として用いられる。

核家族世帯：①夫婦のみの世帯、②夫婦と子どもから成る世帯、

核家族世帯：③男親と子どもから成る世帯、④女親と子どもから成る世帯

核家族世帯割合＝核家族世帯数÷世帯総数

【核家族世帯数：22,394世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成２７年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の核家族世帯割合は、64.6％。昭和60年以降でみると増加傾向

にあり、平成22年で減少したものの、平成27年には再度増加に転じている。なお、

昭和60年からの30年間で6.0ポイント増加している。

また、全国の55.8％と比べ8.8ポイント、福岡県の54.5％と比べ10.1ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に低い。

※福岡都市圏全域の核家族世帯割合は52.2％

※福岡都市圏10市7町の核家族世帯割合の単純平均は64.6％

（14）核家族世帯割合 ６４．６％

都市圏全域52.2
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「単独世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める単独世帯の割合で、

一人暮らしの増加による社会構造の変化をみる指標として用いられる。

単独世帯：世帯員が一人の世帯（一人暮らしの世帯）

単独世帯割合＝単独世帯数÷世帯総数

【単独世帯数：7,370世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の単独世帯割合は、21.2％。昭和60年以降でみると、一貫して

増加しており、30年間で12.8ポイント増加している。

また、全国の34.5％と比べ13.3ポイント、福岡県の37.4％と比べ16.2ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に低い。

※福岡都市圏全域の単独世帯数割合は41.9％

※福岡都市圏10市7町の単独世帯数割合の単純平均は26.2％

（15）単独世帯割合 ２１．２％

都市圏全域41.9

- 24 -



全国
福岡県
糸島市

久山町
糸島市
福津市
須恵町
宇美町
宗像市
古賀市
太宰府市
篠栗町
筑紫野市
志免町
那珂川市
春日市
大野城市
新宮町
粕屋町
福岡市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

24.4 
26.4 

29.1 
32.2 

35.1 
37.3 

40.7 

24.0 
26.1 

28.5 
31.1 33.6 35.2 

38.6 32.0 
34.4 34.7 

36.6 
38.7 

41.4 

47.3 

20

25

30

35

40

45

50

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

52.4 
47.3 46.5 43.5 42.7 42.0 39.7 39.6 37.9 37.3 36.1 35.3 33.0 32.2 29.4 28.5 27.7 

0.0

20.0

40.0

60.0

久
山
町

糸
島
市

福
津
市

須
恵
町

宇
美
町

宗
像
市

古
賀
市

太
宰
府
市

篠
栗
町

筑
紫
野
市

志
免
町

那
珂
川
市

春
日
市

大
野
城
市

新
宮
町

粕
屋
町

福
岡
市

（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「65歳以上世帯員のいる世帯割合（以下、高齢世帯員のいる世帯という。）」

とは、世帯総数（一般世帯）に占める高齢世帯員のいる世帯数の割合で、高齢化の

進展に伴う社会構造の変化をみる指標として用いられる。

高齢世帯員のいる世帯割合＝高齢世帯員のいる世帯数÷世帯総数

【高齢世帯員のいる世帯数：16,389世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の65歳以上世帯員のいる世帯割合は、47.3％。昭和60年以降でみ

ると、一貫して増加しており、30年間で15.3ポイント増加している。

また、全国の40.7％と比べ6.6ポイント、福岡県の38.6％と比べ8.7ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の65歳以上世帯員のいる世帯割合は31.1％

※福岡都市圏10市7町の65歳以上世帯員のいる世帯割合の単純平均は38.3％

（16）65歳以上世帯員のいる世帯割合 ４７．３％

都市圏全域31.1

【人口・世帯に関する項目】
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「高齢夫婦のみの世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める高齢夫婦のみ

の世帯数の割合で、高齢化の進展に伴う社会構造の変化をみる指標として用いられ

る。

高齢夫婦のみの世帯：夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦1組のみの一般世帯

高齢夫婦世帯割合＝高齢夫婦世帯数÷世帯総数

【高齢夫婦世帯数：4,525世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の高齢夫婦のみの世帯割合は、13.0％。昭和60年以降でみる

と、一貫して増加しており、30年間で9.8ポイント増加している。

また、全国の11.4％と比べ1.6ポイント、福岡県の10.7％と比べ2.3ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に高い。

※福岡都市圏全域の高齢夫婦のみの世帯割合は8.8％

※福岡都市圏10市7町の高齢夫婦のみの世帯割合の単純平均は11.4％

（17）高齢夫婦のみの世帯割合 １３．０％

都市圏全域8.8
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「高齢単身世帯割合」とは、世帯総数（一般世帯）に占める高齢単身世帯数の割

合で、高齢化の進展に伴う社会構造の変化をみる指標として用いられる。

高齢単身世帯：65歳以上で、かつ、一人のみの一般世帯

高齢単身世帯割合＝高齢単身世帯数÷世帯総数

【高齢単身世帯数：3,052世帯、世帯総数：34,685世帯

（平成2７年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の高齢単身世帯割合は、8.8％。昭和60年以降でみると、一貫

して増加しており、30年間で6.6ポイント増加している。

また、全国の11.1％と比べ2.3ポイント、福岡県の11.8％と比べ3.0ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち９番目に低い（中間値）。

※福岡都市圏全域の高齢単身世帯割合は10.0％

※福岡都市圏10市7町の高齢単身世帯割合の単純平均は9.0％

（18）高齢単身世帯割合 ８．８％

都市圏全域10.0
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15歳以上

全国

未婚者

未婚率

福岡県

未婚者

未婚率

糸島市

未婚者

未婚率

全国
福岡県
糸島市

福岡市
春日市
筑紫野市
粕屋町
宇美町
大野城市
志免町
篠栗町
古賀市
宗像市
太宰府市
那珂川市
糸島市
須恵町
新宮町
久山町
福津市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

25.5 

27.2 

27.9 27.6 27.2 27.0 26.6 

25.4 

27.1 

28.5 
28.8 28.6 28.0 

27.2 

22.0 24.3 
25.4 25.6 25.7 25.6 24.9 

20.0

22.0

24.0

26.0

28.0

30.0

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

30.8 

26.9 26.6 26.3 26.2 26.1 25.8 25.8 25.7 25.4 25.2 25.2 24.9 24.7 24.5 24.3 23.4 

20.0
22.0
24.0
26.0
28.0
30.0
32.0

福
岡
市

春
日
市

筑
紫
野
市

粕
屋
町

宇
美
町

大
野
城
市

志
免
町

篠
栗
町

古
賀
市

宗
像
市

太
宰
府
市

那
珂
川
市

糸
島
市

須
恵
町

新
宮
町

久
山
町

福
津
市

（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「未婚率」とは、15歳以上の人口総数に占める未婚者数の割合で、婚活支援や

少子化問題などに係る指標として用いられる。

未婚：まだ結婚したことのない人（死別・離別は含まない。）

未婚：（年齢区分：15歳以上）

未婚：※届出の有無にかかわらず、実際の状態による。

未婚率＝未婚者数÷15歳以上の人口総数

【未婚者数：20,670人、15歳以上の人口総数：83,001人

（平成27年・糸島市）】

※配偶関係「不詳」は含まない。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の未婚率は、24.9％。昭和60年以降でみると、平成17年まで

は一貫して増加していたが、その後はほぼ横ばいから、やや減少に推移してい

る。なお、昭和60年と比較すると、2.9ポイント増加している。

また、全国の26.6％と比べ1.7ポイント、福岡県の27.2％と比べ2.3ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に低い。

※福岡都市圏全域の未婚率は28.8％

※福岡都市圏10市7町の未婚率の単純平均は25.7％

（19）未婚率 ２４．９％

都市圏全域28.8
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15歳以上

全国

有配偶者

有配偶率

福岡県

有配偶者

有配偶率

糸島市

有配偶者

有配偶率

前原人口
二丈人口
志摩人口

全国
福岡県
糸島市

新宮町

那珂川市

福津市

久山町

粕屋町

大野城市

宗像市

筑紫野市

春日市

糸島市

太宰府市

古賀市

篠栗町

志免町

須恵町

宇美町

福岡市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【人口・世帯に関する項目】

64.3 
62.1 

60.8 60.0 58.8 57.8 57.1 
62.1 

60.1 
58.2 

57.1 
55.9 55.2 54.8 

66.4 
63.4 62.7 62.1 60.8 59.7 59.7 

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

64.7 
61.6 61.2 61.2 61.1 60.1 59.9 59.8 59.7 59.7 59.5 59.4 59.0 58.6 58.4 57.8 

50.5 
50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

新
宮
町

那
珂
川
市

福
津
市

久
山
町

粕
屋
町

大
野
城
市

宗
像
市

筑
紫
野
市

春
日
市

糸
島
市

太
宰
府
市

古
賀
市

篠
栗
町

志
免
町

須
恵
町

宇
美
町

福
岡
市

（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「有配偶率」とは、15歳以上の人口総数に占める有配偶者数の割合で、婚活支援や

少子化問題などに係る指標として用いられる。

有配偶者：届出の有無に関係なく，妻又は夫のある人（年齢区分：15歳以上）

未婚： ※届出の有無にかかわらず、実際の状態による。

※死別等は含まない。

有配偶率＝有配偶者数÷15歳以上の人口総数

【有配偶者数：49,514人、15歳以上の人口総数：83,001人

（平成27年・糸島市）】

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の有配偶率は、59.7％。

全国の57.1％と比べ2.6ポイント、福岡県の54.8％と比べ4.9ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に低い。

※福岡都市圏全域の有配偶率は54.1％

※福岡都市圏10市7町の有配偶率の単純平均は59.6％

（20）有配偶率 ５９．７％

都市圏全域54.1
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全国世帯

0-2歳・妻就業

福岡県世帯

0-2歳・妻就業

糸島市世帯

0-2歳・妻就業

全国

福岡県

糸島市

前原市世帯
二丈町世帯
志摩町世帯
前原市・妻就業
二丈町・妻就業
志摩町・妻就業

全国

福岡県

糸島市

糸島市

筑紫野市

古賀市

須恵町

福津市

福岡市

宇美町

大野城市

篠栗町

太宰府市

宗像市

久山町

志免町

新宮町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり

26.6 
29.8 

35.3 

43.1 

27.3 
30.5 

35.4 42.3 
28.9 33.5 

40.0 

48.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

48.7 
43.9 

41.2 40.0 39.9 39.7 39.5 38.6 37.9 37.8 37.7 37.6 37.1 36.8 36.1 35.3 34.8 

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0

糸
島
市

筑
紫
野
市

古
賀
市

須
恵
町

福
津
市

福
岡
市

宇
美
町

大
野
城
市

篠
栗
町

太
宰
府
市

宗
像
市

久
山
町

志
免
町

新
宮
町

粕
屋
町

春
日
市

那
珂
川
市

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域39.4

「０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合」とは、０～２歳

の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業している世帯の割合で、女性

活躍推進や子育て支援行政の指標として用いられる。

「０～２歳」というのは、子どもの数に関わらず、最年少の子どもの年齢を指

す。

就業割合＝①０歳～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業者

である世帯÷②０歳～２歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯×100

【①：871世帯、：②1,789世帯（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査」

平成27年の糸島市の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合は、

48.7％。平成12年以降でみると、15年間で19.8ポイント増加している。

また、全国の43.1％と比べ5.6ポイント、福岡県の42.3％と比べ6.4ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も高い。

※福岡都市圏全域の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業

割合は39.4％

※福岡都市圏10市7町の０～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の

就業割合の単純平均は39.0％

（21）0歳～２歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯

のうち妻の就業割合 ４８．７％
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全国世帯

0-2歳・妻就業

福岡県世帯

0-2歳・妻就業

糸島市世帯

0-2歳・妻就業

全国

福岡県

糸島市

前原市世帯
二丈町世帯
志摩町世帯
前原市・妻就業
二丈町・妻就業
志摩町・妻就業

全国

福岡県

糸島市

久山町

糸島市

宇美町

古賀市

宗像市

筑紫野市

志免町

篠栗町

福津市

須恵町

那珂川市

大野城市

福岡市

太宰府市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり

45.7 49.3 51.7 
58.8 46.7 50.8 53.2 
59.4 

52.7 56.2 60.1 
69.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

69.9 69.2 
64.6 63.1 60.4 59.2 58.2 57.8 57.6 57.6 55.4 53.0 52.3 51.6 51.0 49.3 47.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

久
山
町

糸
島
市

宇
美
町

古
賀
市

宗
像
市

筑
紫
野
市

志
免
町

篠
栗
町

福
津
市

須
恵
町

那
珂
川
市

大
野
城
市

福
岡
市

太
宰
府
市

粕
屋
町

春
日
市

新
宮
町

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域54.1

「３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合」とは、３～６歳

の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業している世帯の割合で、女性

活躍推進や子育て支援行政の指標として用いられる。

「３～６歳」というのは、子どもの数に関わらず、最年少の子どもの年齢を指

す。

就業割合＝①３～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯のうち、妻が就業者で

ある世帯÷②３歳～６歳の子どもがいる夫婦のいる一般世帯×100

【①：1,100世帯、：②1,590世帯（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査」

平成27年の糸島市の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業割合

は、69.2％。平成12年以降でみると、10年間で16.5ポイント増加している。

また、全国の58.8％と比べ10.4ポイント、福岡県の59.4％と比べ9.8ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の就業

割合は54.1％

※福岡都市圏10市7町の３～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯のうち妻の

就業割合の単純平均は57.5％

（22）３歳～６歳の子を持つ夫婦のいる一般世帯

のうち妻の就業割合 ６９．２％
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全国定員

園児数

利用率

福岡県定員

園児数

利用率

糸島市定員

園児数

利用率

全国
福岡県
糸島市

志免町
古賀市
宗像市
福津市
久山町
春日市
筑紫野市
福岡市
宇美町
大野城市
糸島市
太宰府市
新宮町
那珂川市
篠栗町
須恵町
粕屋町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり

70.6 

71.9 68.5 
69.3 68.9 68.4 

67.6 66.7 65.3 

64.2 63.0 
61.4 

68.9 

72.9 73.2 
75.6 75.5 75.5 74.8 74.1 73.1 73.1 72.0 

70.7 

79.0 

65.7 
56.5 55.9 

59.0 62.4 61.5 
58.7 63.1 

68.2 
71.1 

73.3 

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

H12 H17 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

102.0 98.7 
89.4 86.8 82.5 79.8 76.2 75.8 74.8 74.1 73.3 

67.4 
65.0 60.1 57.7 

52.6 45.2 
40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

志
免
町

古
賀
市

宗
像
市

福
津
市

久
山
町

春
日
市

筑
紫
野
市

福
岡
市

宇
美
町

大
野
城
市

糸
島
市

太
宰
府
市

新
宮
町

那
珂
川
市

篠
栗
町

須
恵
町

粕
屋
町

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和２年度】

単純平均74.2

「幼稚園利用率」とは、幼稚園の定員に対する在園者数の割合で、教育行政に係

る指標として用いられる。

幼稚園利用率＝在園者数÷定員数

【在園者数：942人、定員数：1,285人（令和2年度・糸島市）】

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

令和２年度の糸島市の幼稚園利用率は、73.3％。平成12年度以降でみると、平

成23年度までは一貫して減少していたが、平成24年度以降は増減を繰り返し、平

成12年度からの20年間で5.7ポイント減少している。

また、全国の61.4％と比べ11.9ポイント高く、福岡県の70.7％と比べ2.6ポイン

高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に低い。

※福岡都市圏全域の幼稚園利用率は76.5％

※福岡都市圏10市7町の幼稚園利用率の単純平均は74.2％

（23）幼稚園利用率 ７3．3％
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全国定員

在所児数

利用率

福岡県定員

在所児数

利用率

糸島市定員

在所児数

利用率

全国
福岡県
糸島市

古賀市
篠栗町
宗像市
大野城市
福津市
太宰府市
糸島市
筑紫野市
春日市
志免町
福岡市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり

98.9 
102.8 101.2 101.2 

101.8 

101.6 

101.4 

97.6 

96.8 95.7 105.2 

106.5 
106.7 107.5 

102.0 

100.7 
98.7 

98.2 

95.1 
93.9 

112.3 
108.4 

120.3 118.0 

100.1 

104.2 

91.5 

110.5 108.3 
96.2 

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

130.0

H12 H17 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

114.9 114.0 
106.7 
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80.0 79.0 

73.3 
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粕
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宇
美
町

久
山
町

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２９年度】

単純平均 90.8

「保育所利用率」とは、保育所の定員に対する在所者数の割合で、子育て支援

サービスなどの厚生労働行政に係る指標として用いられる。

保育所利用率＝在所者数÷定員数

【在所者数：2,367人、定員数：2,460人（平成29年度・糸島市）】

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「社会福祉施設等調査報告」

資料：※調査に対する回答施設のみの集計による。

平成29年度の糸島市の保育所利用率は、96.2％。平成12年度以降でみると、増減

を繰り返しており、17年間で16.1ポイント減少している。

また、全国の95.7％と比べ0.5ポイント、福岡県の93.9％と比べ2.3ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に高い。

※福岡都市圏全域の保育所利用率は92.4％

※福岡都市圏10市7町の保育所利用率の単純平均は90.8％

（24）保育所利用率 ９６．２％
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全国

教員数

一人当たり

福岡県

教員数

一人当たり

糸島市

教員数

一人当たり
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福岡県
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福岡市
福津市
大野城市
春日市
志免町
新宮町
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太宰府市
粕屋町
宇美町
那珂川市
須恵町
宗像市
篠栗町
古賀市
糸島市
久山町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり
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（人）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和２年度】

単純平均16.8

「小学校児童数（教員一人当たり）」とは、本務教員総数に対する児童総数の割

合で、学級編制や教員定数など、教育行政に係る指標として用いられる。

本務教員：当該学校に籍のある常勤教員。

小学校児童数（教員一人当たり）＝児童総数÷教員総数（本務教員）

【児童総数：5,807人、教員総数：391人（令和2年度・糸島市）】

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

令和２年度の糸島市の小学校児童数（教員一人当たり）は、14.9人。平成17年度以降

でみると、平成23年度以降はほぼ横ばいで推移しているものの減少傾向にあり、15年間

で3.6人減少している。

また、全国の14.9人と同じ、福岡県の15.9人と比べ1.0人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の小学校児童数（教員一人当たり）は17.9人

※福岡都市圏10市7町の小学校児童数（教員一人当たり）の単純平均は16.8人

（25）小学校児童数 １４．9人（教員一人当たり）
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全国

教員数

一人当たり

福岡県

教員数

一人当たり

糸島市

教員数

一人当たり

全国
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福岡市
太宰府市
粕屋町
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須恵町
新宮町
志免町
古賀市
那珂川市
宇美町
久山町
糸島市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和２年度】

単純平均14.6

「中学校生徒数（教員一人当たり）」とは、本務教員総数に対する生徒総数の割

合で、学級編制や教員定数など、教育行政に係る指標として用いられる。

中学校生徒数（教員一人当たり）＝生徒総数÷教員総数（本務教員）

【生徒総数：2,805人、教員総数：221人（令和2年度・糸島市）】

資料：文部科学省生涯学習政策局「学校基本調査報告書」

令和２年度の糸島市の中学校生徒数（教員一人当たり）は、12.7人。平成17年

度以降以降ほぼ横ばいで推移していたが、平成26年度からは減少傾向にあり、15

年間で1.9人減少している。

また、全国の13.0人より0.3人少なく、福岡県の13.8人と比べ1.1人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も少ない。

※福岡都市圏全域の中学校生徒数（教員一人当たり）は15.2人

※福岡都市圏10市7町の中学校生徒数（教員一人当たり）の単純平均は

14.6人

（26）中学校生徒数 １２．7人（教員一人当たり）
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全国

総人口

1人当たり

福岡県

総人口

1人当たり

糸島市

総人口

1人当たり
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福岡市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

単純平均3.47

「蔵書数」とは、図書館が利用者に提供するすべての図書館資料の数で、図書行

政に係る指標として用いられる。

なお、ここでいう蔵書数は、図書館法に基づき地方公共団体が設置した公立図書

館の蔵書数を指し、公立公民館や私立図書館は含まない。

蔵書数（人口一人当たり）＝蔵書数÷人口総数

【蔵書数：290,316冊、人口総数：98,187人（令和元年・糸島市）】

資料：（社）日本図書館協会「日本の図書館 統計と名簿」

福岡県公共図書館等協議会「福岡県公共図書館等概況」

総務省統計局「人口推計」「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の蔵書数（人口一人当たり）は、2.96冊。平成21年以降でみると、一貫

して増加しており、10年間で1.67冊増加している。

また、福岡県の2.84冊と比べ0.12冊多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に少ない。

※福岡都市圏全域の蔵書数（人口一人当たり）は1.99冊

※福岡都市圏10市7町の蔵書数（人口一人当たり）の単純平均は3.47冊

（27）蔵書数 ２．96冊（人口一人当たり）
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全国

人口

１人あたり

福岡県

人口

１人当たり

糸島市

人口

１人あたり

糸島市図書館　古川補佐より

それまでは前原市のみ移動図書館
冊数等のデータ管理システム上では19年度以降しかわからない
（県教育要覧には移動図書館時代にも図書館としてカウントされていない）
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福岡市

【基本目標１】未来社会で輝く子どもを育むまちづくり

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

5.3 5.6 5.6 5.5 5.4 5.5 
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（冊） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

単純平均6.5

「図書貸し出し冊数」とは、図書館が利用者に対して貸し出した図書館資料の数

で、図書行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでいう貸し出し冊数は、図書館法に基づき地方公共団体が設置した公

立図書館の貸し出し冊数を指し、公立公民館や私立図書館は含まない。

貸し出し冊数（人口一人当たり）＝図書貸し出し冊数÷人口総数

【貸し出し冊数527,040冊、市民数98,187人(令和元年・糸島市)】

資料：（社）日本図書館協会「日本の図書館 統計と名簿」

福岡県公共図書館等協議会「福岡県公共図書館等概況」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の市民一人当たりの図書貸し出し冊数は、5.4冊。平成22年から8

年間で1.7冊増加している。

また、福岡県の4.2冊と比べ1.2冊多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に少ない。

※福岡都市圏全域の市民一人当たりの図書貸し出し冊数は4.0冊

※福岡都市圏10市7町の市民一人当たりの図書貸し出し冊数の単純平均は6.5冊

（28）市民一人当たりの図書貸し出し冊数 ５．4冊
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全国

総人口

率

福岡県

総人口

率

糸島市

総人口

率
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標２】人と人がつながり助け合うまちづくり
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単純平均24.5

「ＮＰＯ法人認証数」とは、特定非営利活動促進法に基づき設立の認証を受けた

ＮＰＯ法人数（内閣府認証分を除く）で、市民の社会貢献活動の推進や地域の課題

解決など、市民協働のまちづくりに係る指標として用いられる。

ＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）＝認証数÷人口総数×100,000

【認証数：36団体、人口総数：978,320人（令和元年・糸島市）】

※最新分の全国及び県の認証数は、令和２年１月31日現在、市町の認証数

は、令和元年10月31日現在。また、最新分の人口総数は、令和２年２月

１日現在。

資料：内閣府大臣官房市民活動促進課

福岡県社会活動推進課（福岡県ＮＰＯ・ボランティアセンター）

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市のＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）は、36.6団体。平成23年以降

でみると増加傾向であり、８年間で16.2団体増加している。

また、全国の40.8団体と比べ4.2団体少なく、福岡県の34.0団体と比べ2.6団体多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に多い。

※福岡都市圏全域のＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）は36.0団体

※福岡都市圏10市7町のＮＰＯ法人認証数（人口10万人当たり）の単純平均は

24.5団体

（29）ＮＰＯ法人認証数 ３６．６団体
（人口10万人当たり）
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全国

一般世帯

持ち家率

福岡県

一般世帯

持ち家率

糸島市

一般世帯

持ち家率

前原市

一般世帯

持ち家率

志摩町

一般世帯

持ち家率

二丈町

一般世帯

持ち家率

全国
福岡県
糸島市

久山町
糸島市
福津市
宇美町
須恵町
宗像市
新宮町
古賀市
筑紫野市
篠栗町
那珂川市

【基本目標２】人と人がつながり助け合うまちづくり

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

61.1 62.1 61.9 62.3 

54.4 54.5 53.0 53.8 
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(％) 全国、福岡県、糸島市の推移
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（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域45.8

「持ち家率」とは、住宅に住む一般世帯のうち、持ち家に住む世帯の割合で、住

環境に係る指標として用いられる。

一般的に、地価の高い地域（大都市など）ほど持ち家率は低くなり、反対に地価

の安い地域ほど持ち家率は高くなる傾向がある。

持ち家率＝持ち家に住む世帯÷住宅に住む一般世帯

【持ち家に住む世帯：26,405世帯、住宅に住む一般世帯：33,432世帯

（平成27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の平均値。

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の持ち家率は76.7％。平成12年以降でみると、一貫して減少し

ており、15年間で4.5ポイント減少している。

また、全国の62.3％と比べ14.4ポイント、福岡県の53.8％と比べ22.9ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の持ち家率は45.8％

※福岡都市圏10市7町の持ち家率の単純平均は62.8％

（30）持ち家率 ７６．７％
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全国

住宅総数

空き家率

福岡県

住宅総数

空き家率

糸島市

住宅総数

空き家率

住宅総数

前原

志摩

合計

空き家数

前原

志摩

合計

全国

福岡県

糸島市

福津市
春日市
糸島市
福岡市
宗像市
太宰府市
筑紫野市
那珂川市
古賀市
志免町
篠栗町
大野城市
宇美町
粕屋町
須恵町
新宮町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標２】人と人がつながり助け合うまちづくり

11.5
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全国、福岡県、糸島市の推移
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（％）
福岡都市圏（１０市６町）の比較【平成３０年】

※久山町は調査対象外
都市圏全域10.1

空き家率は、総住宅数に占める空き家の割合で、定住促進対策や危機管理行政の

指標として用いられる。

空き家とは、二次的住宅（別荘など）、賃貸や売却のために空き家になっている

住宅、その他の住宅の合計である。

空き家率＝空き家総数÷総住宅数

【空き家総数：4,370戸、総住宅数：40,810戸（平成30年・糸島市）】

※人口規模により調査対象となる調査区が抽出されるため、平成10年につい

ては前原市のみ、平成15年及び平成20年については前原市及び志摩町のみ

の数値をもとに算出。

資料： 総務省統計局「住宅・土地統計調査」

平成30年の糸島市の空き家率は、10.7％。平成10年度から20年間で3.3ポイント増加して

いる。

また、全国の13.6％と比べ2.9ポイント、福岡県の12.7％と比べ2.0ポイント低い。

福岡都市圏内では、全16市町のうち３番目に高い。

※福岡都市圏全域の空き家率は10.1％

※福岡都市圏10市6町の空き家率の単純平均は8.9％

（31）空き家率 １０．７％
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国

委員総数

率

福岡県

委員総数

率

糸島市

委員総数

率

全国

福岡県

糸島市

福津市

大野城市

古賀市

宗像市

筑紫野市

福岡市

志免町

糸島市

那珂川市

久山町

粕屋町

太宰府市

新宮町

宇美町

篠栗町

春日市

須恵町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標２】人と人がつながり助け合うまちづくり

25.2 25.6 26.0 26.2 26.6 26.8 27.1 
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32.1 
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（％）
全国、福岡県、糸島市の推移
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福岡県

糸島市
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（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和２年】

単純平均 30.2

「審議会等における女性委員の登用率」とは、法律や条例に基づいて設置された

審議会等の委員総数に対する女性委員の割合で、女性の社会参画の国際比較など、

男女共同参画社会の推進に係る指標として用いられる。

審議会等における女性委員の登用率＝女性委員数÷委員総数

【女性委員数：127人、委員総数：396人（令和２年・糸島市）】

※調査時点は原則４月１日だが、市町村の実情により異なる場合がある。

※全国及び福岡県の数値には、広域圏で設置している審議会も含む。

資料：内閣府男女共同参画局、福岡県男女共同参画推進課

「審議会等における女性委員の参画状況調べ（登用状況調査）」

令和２年の糸島市の審議会等における女性委員の登用率は、32.1％。

平成26年から６年間で1.6ポイント増加している。

また、全国の27.1％と比べ5.0ポイント高く、福岡県の32.9％と比べ0.8ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に高い。

※福岡都市圏全域の審議会等における女性委員の登用率は32.9％

※福岡都市圏10市7町の審議会等における女性委員の登用率の単純平均は

30.2％

（32）審議会等における女性委員の登用率 ３2．1％
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全国
福岡県
糸島市

粕屋南部

宗像地区

福岡市

筑紫野太宰府

粕屋北部

糸島市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標３】みんなの命と暮らしを守るまちづくり

8.1 
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全国、福岡県、糸島市の推移
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福岡県
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（分）
福岡都市圏（管轄地域ごと）の比較【平成３０年】

単純平均8.4

「救急車の現場到着平均所要時間」とは、覚知（119番通報）から現場到着まで

の所要時間の平均時間で、救急及び救助に係る指標として用いられる。

救急車の現場到着平均所要時間＝覚知時刻（入電時刻又は指令時刻）から

現場到着時刻までに要した時間の合計

÷救急車の出動回数

（平成30年・糸島市）

資料：総務省消防庁・福岡県消防防災課「消防白書・消防年報」

平成30年の糸島市の救急車の現場到着平均所要時間は、7.5分。

平成22年からの７年間で0.7分短縮している。

また、全国の8.7分と比べ1.2分、福岡県の8.3分と比べ0.8分短い。

福岡都市圏内では、全７管轄地域のうち最も短い。

※福岡都市圏10市7町の救急車の現場到着平均所要時間の単純平均は8.4分

（33）救急車の現場到着平均所要時間 ７．５分
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全国

総人口

10万人当たり
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総人口
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福岡市
篠栗町
筑紫野市
那珂川市
春日市
宗像市
須恵町
福津市
新宮町
糸島市
粕屋町
大野城市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標３】みんなの命と暮らしを守るまちづくり
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（件）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年】

都市圏全域12.3

「建物火災出火件数」とは、建物またはその収容物が焼損した火災件数。全国的

にも全火災の約６割を占めるため、防災活動の推進や防災計画の策定など、消防行

政に係る指標として用いられる。

建物火災出火件数（人口10万人当たり）＝出火件数÷人口総数×100,000

【出火件数：7件、人口総数：98,187人（平成30年・糸島市）】

資料：総務省消防庁・福岡県消防防災課「消防白書・消防年報」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成30年の糸島市の建物火災出火件数（人口10万人当たり）は、7.1件。

件数は年度により差はあるものの、平成17年から13年間で17.4件減少している。

また、全国の16.4件と比べ9.3件、福岡県の14.7件と比べ7.6件少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち３番目に少ない。

※福岡都市圏全域の建物火災出火件数（人口10万人当たり）は12.3件

※福岡都市圏10市7町の建物火災出火件数（人口10万人当たり）の単純平均は12.6

件

（34）建物火災出火件数 7．1件
（人口10万人当たり）
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全国

総人口

10万人当たり

福岡県
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糸島市
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志免町
新宮町
太宰府市
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古賀市
福岡市
筑紫野市
須恵町
篠栗町
大野城市
宗像市
那珂川市
福津市
糸島市
宇美町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標３】みんなの命と暮らしを守るまちづくり

567 541 522 494 452 
422 393 373 341 

302 

876 
853 849 858 809 779 731 

682 
612 527 

688 657 650 636 665 643 581 
518 431 

357 

0

200

400

600

800

1,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（件）
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（件）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

都市圏全域488

「交通事故発生件数」とは、道路交通法に規定されている道路において、車両

（軽車両を含む）、路面電車及び列車の交通による人の死亡や負傷を伴う事故の件

数で、地域の交通安全や飲酒運転の撲滅など、交通行政に係る指標として用いられ

る。

交通事故発生件数（人口10万人当たり）＝発生件数÷人口総数×100,000

【発生件数：351件、人口総数：98,187人（令和元年・糸島市）】

資料：警察庁交通局・福岡県警察本部「交通統計・交通年鑑」

総務省統計局「人口推計」「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の交通事故発生件数(人口10万人当たり)は、357件。

平成22年以降でみると減少傾向にあり、9年間で331件減少している。

また、全国の302件と比べ55件多く、福岡県の527件と比べ170件少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の交通事故発生件数(人口10万人当たり)は488件

※福岡都市圏10市7町の交通事故発生件数(人口10万人当たり)の単純平均

は524件

（35）交通事故発生件数 ３５７件
（人口10万人当たり）
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全国

総人口

千人当たり
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千人当たり
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宇美町

宗像市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標３】みんなの命と暮らしを守るまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

都市圏全域 7.4

「刑法犯認知件数」とは、刑法犯についての被害の届出、告訴、告発などによ

り、その発生を警察において認知した件数で、治安を図る指標として用いられる。

刑法犯：ここでは、交通事故に係る業務上（重）過失致死傷罪を除き、殺

刑法犯：人・強盗・暴行・傷害・窃盗・詐欺などを包括したものをいう。

刑法犯認知件数（人口千人当たり）＝認知件数÷人口総数×1,000

【発生件数：407件、人口総数：98,224人（令和元年・糸島市）】

※国外及び発生地不明は除く。

※平成12年、平成17年、平成22年、平成27年の人口総数は国勢調査

人口。また、最新の全国、県及び市町の人口総数は、令和元年12月

１日現在の推計値。

資料：警察庁刑事局・福岡県警察本部「犯罪統計」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の刑法犯認知件数（人口千人当たり）は、4.1件。平成17年以降

でみると減少傾向にあり、13年間で12.5件減少している。

また、全国の5.9件と比べ1.8件、福岡県の6.8件と比べ2.7件少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に少ない。

※福岡都市圏全域の刑法犯認知件数（人口千人当たり）は7.4件

※福岡都市圏10市7町の刑法犯認知件数（人口千人当たり）の単純平均は5.4件

（36）刑法犯認知件数 ４．１件
（人口千人当たり）
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参考　：　国立社会保障・人口問題研究所「社会保障統計年報データベース」

人口（全国）

保護費

1人当たり

人口（福岡県）

保護費

1人当たり

人口（糸島市）
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単純平均

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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（円） 福岡都市圏（１０市１郡）の比較【平成３０年度】

単純平均22,916

「生活保護費」とは、生活保護法に基づき保護を要する者へ給付される扶助費（生活扶助

や医療扶助など）の総額で、生活保護施策に係る指標として用いられる。

生活保護：生活に困窮するすべての国民に対し、困窮の程度に応じ必要な保

生活保護：護を行い、その最低限度の生活を保障するとともに、自立を助長

生活保護：することを目的とする制度。

生活保護費（人口一人当たり）＝保護費総額÷人口総数

【保護費総額：1,481,219千円、人口総数：97,910人

（平成30年度・糸島市）】

資料：厚生労働省社会・援護局調べ

福岡県保護・援護課「福岡県の生活保護」

総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成30年度の糸島市の生活保護費（人口一人当たり）は、15,128円。平成20年度

以降増加傾向にあったが、平成25年以降は減少傾向となっている。

なお、平成20年からの10年間で1,740円増加している。

また、福岡県の42,532円と比べ27,404円少ない。

福岡都市圏内では、10市１郡のうち最も少ない。

※福岡都市圏全域の生活保護費（人口一人当たり）は38,758円

※福岡都市圏10市1郡の生活保護費（人口一人当たり）の単純平均は

22,916円

（37）生活保護費 １５，１２８円
（人口一人当たり）
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（38）特定健診受診率 ３7．6％
（市町村国民健康保険に係る受診率）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

「特定健診受診率」とは、特定健診対象者数に占める受診者数の割合で、生活習

慣病予防に係る指標として用いられる。

特定健診：平成20年４月から始まった生活習慣病予防のためのメタボリック

特定健診：シンドローム（内臓脂肪症候群）に関する健診で、40～74歳の医

特定健診：療保険加入者が対象。

特定健診受診率＝特定健診受診者数÷特定健診対象者数

【受診者数：6,529人、対象者数：17,367人（令和元年度・糸島市）】

資料：厚生労働省保険局「特定健診・特定保健指導の実施状況」

福岡県健康増進課、糸島市健康づくり課

令和元年度の糸島市の特定健診受診率（市町村国保分）は、37.6％。平成24年度

以降大幅に増加し、平成21年度からの10年間で15.4ポイント増加している。

また、福岡県の34.2％と比べ3.4ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に高い。

※福岡都市圏全域の特定健診受診率は30.5％

※福岡都市圏10市7町の特定健診受診率の単純平均は36.6％

単純平均36.6
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（39）生活習慣病による死亡者数 ５０５．８人
（人口10万人当たり）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ
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向
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

「生活習慣病による死亡者数」は、特定健診の受診率との関係性を測る指標とし

て、生活習慣病予防対策に用いられる。

ここでは、悪性新生物（がん）、糖尿病、高血圧性疾患、心疾患、脳血管疾患に

よる死亡者数の合算値により算出している。

死亡者数（人口10万人当たり）＝死亡者数÷人口総数×100,000

【死亡者数：488人、人口総数：96,475人

（平成27年１月～12月・糸島市）】

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」

資料：総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の生活習慣病による死亡者数（人口10万人当たり）は、505.8

人。平成12年以降でみると、一貫して増加しており、15年間で70.2人増加してい

る。また、全国の549.6人と比べ43.8人、福岡県の506.6人と比べ0.8人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の生活習慣病による死亡者数(人口10万人当たり)は

396.1人

※福岡都市圏10市7町の生活習慣病による死亡者数(人口10万人当たり)

の単純平均は423.2人

都市圏全域396.1

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年度】

都市圏全域16.4

「メタボリックシンドロームの該当者割合」とは、特定健診受診者数（評価対象者

数）に対する内臓脂肪症候群該当者数の割合で、生活習慣病予防対策に用いられる。

メタボリックシンドロームの該当者割合＝内臓脂肪症候群該当者数÷特定健診受診

者数 （評価対象者数）×100

【内臓脂肪症候群該当者数：1,214人、特定健診受診者数（評価対象者数）

：6,971人 （平 成30年度・糸島市）】

※平成28年度以降の全国の数値は未公表

資料：厚生労働省「特定健診・特定保健指導実施結果総括表」

福岡県健康増進課「福岡県市町村国保特定健康診査等の実施状況に関する

結果報告」

平成30年の糸島市のメタボリックシンドロームの該当者割合（市町村国保分）

は、17.4％。平成24年以降高い数値で推移し、平成29年度から0.2ポイント減少

した。

また、福岡県の18.4％と比べ1.0ポイント低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に高い。

※福岡都市圏全域のメタボリックシンドロームの該当者割合は16.4％

※福岡都市圏10市7町のメタボリックシンドロームの該当者割合の単純平均

は16.8％

（40）メタボリックシンドロームの該当者割合 １７．４％
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指標の説明
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【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり

77.7 
78.6 

79.6 
80.8 

84.6 

85.5 

86.3 87.0 

77.2 
78.4 

79.3 

80.7 

84.6 
85.8 

86.5 87.1 

77.7 
79.0 

79.2 

80.7 

85.0 86.4 
87.4 87.4 

75.0

80.0

85.0

90.0

H
1

2

（
男
）

H
1

7
（
男
）

H
2

2

（
男
）

H
2

7

（
男
）

H
1

2

（
女
）

H
1

7

（
女
）

H
2

2

（
女
）

H
2

7

（
女
）

（歳）
全国、福岡県、糸島市の推移
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ある年齢の人が、その後何年生きられるかという期待値を平均余命といい、０歳

における平均余命を平均寿命という。

なお、生命表による都道府県及び市町村の平均寿命の算定は、５年に１度（国勢

調査に基づき算定）のため、平成27年分が最新のものとなる。

【指標の算出根拠は省略】

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「完全生命表」、「簡易生命表」、

「都道府県別生命表」、「市区町村別生命表」

平成27年度の糸島市の平均寿命は、男性が80.7歳、女性が87.4歳。平成12年度か

ら15年間で、男性は3.0歳、女性は2.4歳延びている。

また、平成27年度の男性では、全国の80.8歳と比べ0.1歳短く、福岡県の80.7歳

と同じである。女性では、全国の87.0歳と比べ0.4歳、福岡県の87.1歳と比べ0.3歳

長い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち男性は12番目、女性は８番目に平均寿命が長

い。

※福岡都市圏の平均寿命の単純平均は、男性81.0歳、女性87.4歳

（41）平均寿命 男性８０．７歳、女性８７．４歳
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（歳）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年度】

男性 女性男性 都市圏全域81.0歳 女性 都市圏全域87.4歳
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参考　：　福岡県「国保医療費及び後期高齢者医療費の現状」（平成２８年３月）

診療費

1人当たり

福岡県
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1人当たり

糸島市

診療費

1人当たり
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春日市

福岡市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり

299,333 
308,669 

315,856 
324,543 

333,461 
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（円）
全国、福岡県、糸島市の推移
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（円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年度】

単純平均381,366

「国民健康保険医療費」とは、国民健康保険法に基づく被保険者に係る医療費

で、国民健康保険行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでは、老人医療受給対象者に関する分及び保険者が国民健康保険組合

であるものは含まない。

医療費：診療費（入院、入院外、歯科）、調剤、食事療養、生活療養、

医療費：訪問看護、療養費等の総額

医療費（被保険者一人当たり）＝医療費÷被保険者数（年度平均）

（平成３０年度・糸島市）※平成３０年３月～平成3１年２月分。

資料：厚生労働省保険局「国民健康保険事業年報」

福岡県「国民健康保険事業状況」

平成30年度の糸島市の国民健康保険医療費（被保険者一人当たり）は、372,676

円。平成22年度以降でみると、一貫して増加していたが、平成28年度に減少し、平

成29年度以降は増加している。

また、福岡県の382,885円と比べ10,209円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち7番目に少ない。

※福岡都市圏10市7町の国民健康保険医療費(被保険者一人当たり)の

単純平均は381,366円

（42）国民健康保険医療費 ３７２，６７６円
（被保険者一人当たり）
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全国
福岡県
糸島市
前原市
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太宰府市
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福津市
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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（円） 全国、福岡県、糸島市の推移
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（円） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年度】

単純平均 1,189,621

「後期高齢者医療費」とは、高齢者の医療の確保に関する法律に基づく被保険者

に係る医療費で、後期高齢者医療に係る指標として用いられる。なお、被保険者

は、75歳以上の人若しくは65歳以上75歳未満の人で一定の障害の状態にあると

いう認定を広域連合から受けた人。

医療費：診療費（入院、入院外、歯科）、調剤、食事療養、生活療養、

医療費：訪問看護、療養費等の総額

医療費（被保険者一人当たり）＝医療費÷被保険者数（年度平均）

【医療費：15,953,493,573円、被保険者数：13,393人（平成30年度・糸島市）】

※平成30年３月～平成31年２月分（速報値）

資料：厚生労働省保険局「後期高齢者医療事業年報」

「後期高齢者医療月報総括表（速報値）」

福岡県後期高齢者医療広域連合「福岡県の高齢者医療費の現状」

平成30年度の糸島市の後期高齢者医療費（被保険者一人当たり）は、1,191,159

円。平成23年度からの７年間で7,833円増加している。

また、福岡県の1,178,616円と比べ12,543円多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち９番目に多い（中間値）。

※福岡都市圏10市7町の後期高齢者医療費（被保険者一人当たり）の

単純平均は1,189,621円

（43）後期高齢者医療費 １，１９１，１５９円

（被保険者一人当たり）
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全国

給付費

1人当たり

福岡県

給付費

1人当たり

糸島市

給付費

1人当たり

前原市

給付費

1人当たり
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給付費
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全国

福岡県
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古賀市

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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（円）
全国、福岡県、糸島市の推移
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（円）
福岡都市圏（１０市１町及び広域連合）の比較【平成２９年度】

単純平均 239,714

「介護給付費」とは、介護保険法に基づく各種介護サービスに係る介護給付費

（居宅介護サービスや施設介護サービスなど）の総額で、介護保険行政に係る指標

として用いられる。

介護給付費（第１号被保険者一人当たり）＝給付費÷被保険者累計×12月

（平成29年度・糸島市）※平成29年３月～平成30年２月サービス分。

※全国のみ、高額サービス費、高額医療合算サービス費、特定入所者サービス

費、審査支払手数料は含まない。

資料：厚生労働省老健局「介護保険事業状況報告（年報）」

福岡県介護保険課「福岡県介護保険年報」

平成29年度の糸島市の介護給付費（第１号被保険者一人当たり）は、255,960

円。平成23年度からの６年間で7,308円減少している。

また、福岡県の280,044円と比べ24,084円少ない。

福岡都市圏の10市1町及び広域連合内では、３番目に多い。

※福岡都市圏10市1町及び広域連合の介護給付費(第１号被保険者一人

当たり)の単純平均は239,714円

（44）介護給付費 ２５５，９６０円
（第１号被保険者一人当たり）
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認定率
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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（％）
福岡都市圏（１０市１町及び広域連合）の比較【平成30年度】

単純平均 15.4

「要介護認定率」とは、第１号被保険者（65歳以上）に占める要介護・要支援

認定者数の割合で、介護保険行政に係る指標として用いられる。

要介護認定率＝要介護認定者数÷第１号被保険者数

【要介護・要支援認定者数：4,298人、第１号被保険者数：29,199人

（平成31年３月3１日現在（糸島市））】

資料：厚生労働省老健局「介護保険事業状況報告（年報）」

福岡県介護保険課「福岡県介護保険年報」

平成30年度の糸島市の要介護認定者数は、14.7％。平成24年度と比べ0.6ポイン

ト低い。

また、全国の18.3％と比べ3.6ポイント、福岡県の19.1％と比べ4.4ポイント低

い。

福岡都市圏の10市１町及び広域連合内では、５番目に低い。

※福岡都市圏10市1町及び広域連合の要介護認定者数の単純平均は

15.4％

（45）要介護認定率 １４．７％
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全国

人口
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指標の算出根拠
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フ）から見る市の動

向

【基本目標４】健康で安心して暮らせるまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域34.5

「身体障害者手帳所持者数」とは、身体障害者福祉法に基づき認定された身体障

害者に対し、都道府県が手帳を交付した人数。各種福祉サービスの推進（医療費の

助成や交通機関利用に対する減額など）など、障害者福祉行政に係る指標として用

いられる。

身体障害者手帳所持者数（人口千人当たり）＝所持者数÷人口総数×1,000

【交付数：4,257人、人口総数：96,475人（平成27年・糸島市）】

※平成12年度の糸島市の所持者数は不明。

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「福祉行政報告例」

総務省統計局「国勢調査報告」

平成27年の糸島市の身体障害者手帳所持者数（人口千人当たり）は、44.1人。平

成17年からの10年間で、3.7人増加している。

また、全国の40.9人と比べ3.2人多く、福岡県の44.2人と比べ0.1人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の身体障害者手帳所持者数(人口千人当たり)は34.5人

※福岡都市圏10市7町の身体障害者手帳所持者数(人口千人当たり)の単純

平均は36.2人

（46）身体障害者手帳所持者数 ４４．１人
（人口千人当たり）
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全国

販売農家

率
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※認定農業者がいない理由。

１．農業振興地域がない。

２．（県が目標としている）４７０万円以上の収益を目指す農家がいない。

３．上記より、市（春日、大野城、太宰府）において、「農業経営基盤強化の促進に関する基本的な構想」を策定していない。

↓

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

※０％の団体は、認定農業者がいない。

都市圏全域15.6

「認定農業者」とは、認定農業者制度により認定を受けた人（団体）。

ここでは、農林業センサスによる販売農家（経営耕地面積30ａ以上または1年間の農産物

販売金額が50万円以上の農家）に対する割合を指標とする。

認定農業者制度：農業経営基盤強化促進法に基づき農業者が作成する農業経営改善

計画に対し、市町村が基本構想に照らして認定し、様々な支援措置を講じる制度。

認定農業者の割合（販売農家に占める割合）＝認定農業者数÷販売農家数

【認定農業者数：368人（団体）、販売農家数：1,523戸

（平成2７年・糸島市）】

資料：農林水産省経営局「農業経営改善計画の認定状況」

福岡農林水産政策課「農林水産白書」

農林水産省大臣官房統計部「（世界）農林業センサス報告書」

平成27年の糸島市の認定農業者の割合（販売農家に占める割合）は、24.2％。平成17

年度から10年間で6.7ポイント増加している。

また、全国の17.9％と比べ6.3ポイント、福岡県の17.3％と比べ6.9ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も高い。

※福岡都市圏全域の認定農業者の割合（販売農家に占める割合）は15.6％

※福岡都市圏10市7町の認定農業者の割合（販売農家に占める割合）の

単純平均は8.7％

（47）認定農業者の割合 ２４．２％
（販売農家に占める割合）
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全国生産額

就業人口

就業人口

就業人口

全国

福岡県

糸島市
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志摩町
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（千円） 全国、福岡県、糸島市の推移
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（千円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年】

単純平均 2,635

「農業産出額」とは、農業就業者数に対する農業生産活動による最終生産物の総

産出額であり、農業の成長産業化施策の指標として用いられる。

農業産出額（農業就業人口一人当たり）＝農業総産出額÷農業就業者数

【農業総算出額：15,940,000千円、農業就業者数：2,971人（平成３０年

・糸島市）】

※平成17年までの糸島市の農業総算出額は「農業生産所得統計」、

平成19年～平成25年の市町村別の農業総算出額は公表データなし、

平成26年以降は「市町村別農業産出額（推計）」

平成26年以降の農業就業者数は平成26年農林業センサスの数値で算出

資料：農林水産省「農林業センサス」

農林水産省「農業生産所得統計」

農林水産省「市町村別農業産出額（推計）」

平成30年の糸島市の農業生産額(農業就業人口一人当たり)は、5,365千円。平成７年以

降でみると、増加傾向にあり、23年間で2,251千円増加している。

また、全国の4,317千円と比べ1,048千円、福岡県の3,675千円と比べ1,690千円多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の農業生産額(農業就業人口一人当たり)は3,952千円

※福岡都市圏10市7町の農業生産額(農業就業人口一人当たり)の単純平均は

2,635千円

（48）農業産出額 ５，３６５千円
（農業就業人口一人当たり）
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全国

総面積

（北方四島、竹島）

差し引き

林野率

福岡県

総面積
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（49）林野面積割合 ４５．６％（総面積当たり）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域41.8

「林野面積割合」とは、総面積に対する林野面積（森林面積と森林以外の草生地

面積の合計）の割合で、林業経営や森林資源の現状把握など、森林行政に係る指標

として用いられる。

林野面積割合（総面積当たり）＝林野面積÷総面積

【林野面積：9,826ha、総面積：21,570ha（平成27年・糸島市）】

※全国の総面積は、北方四島及び竹島を除いて算出。

資料：農林水産省大臣官房統計部「（世界）農林業センサス報告書」

資料：国土交通省国土地理院測図部「全国都道府県市区町村別面積調」

平成27年の糸島市の林野面積割合（総面積当たり）は、45.6％。平成12年以降で

みるとほぼ横ばいとなっており、15年間で0.2ポイント減少している。

また、全国の66.5％と比べ20.9ポイント低く、福岡県の44.6％と比べ1.0ポイント

高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に高い。

※福岡都市圏全域の林野面積割合（総面積当たり）は41.8％

※福岡都市圏10市7町の林野面積割合（総面積当たり）の単純平均は38.4％
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全国（漁獲）

全国（収獲）

合計

経営体数

１経営体当たり

福岡県（漁獲）

福岡県（収獲）

合計

経営体数
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

1,530 1,481

1,963

1,295 1,296
1,676

615
882 1,016

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H20 H25 H30

（万円）
全国、福岡県、糸島市の推移
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福岡都市圏（４市１町）の比較【平成30年】

※漁業活動が行われた市町のみ。
単純平均1,098

「漁獲販売金額」とは、海面漁獲及び養殖の販売金額のことで、水産行政に係る

指標として用いられる。

なお、ここでは、漁業センサスによる漁業経営体を用いて算出した。

漁獲販売金額（１経営体当たり）＝漁獲・養殖販売金額÷販売のある経営体数

【漁獲・養殖販売金額：310,850万円、販売のある経営体数：306経営

体（平成30年・糸島市）】

資料：農林水産省「漁業センサス」再編加工（ＲＥＳＡＳ）

平成30年の糸島市の漁獲販売金額（１経営体当たり）は、1,016万円。

平成20年度から10年間で401万円増加している。

また、全国の1,963万円と比べ947万円、福岡県の1,676万円と比べ660万円少ない。

福岡都市圏内では、漁業活動が行われた５市町のうち2番目に少ない。

※福岡都市圏全域の漁獲販売金額（１経営体当たり）1,103万円

※福岡都市圏４市１町の漁獲販売金額（１経営体当たり）の単純平均は1,098万円

（50）漁獲販売金額 1，016万円
（１経営体当たり）
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糸島市（養殖収獲）
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内訳表用
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福岡県

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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福岡都市圏（４市１町）の比較【平成３０年】

※漁業活動が行われた市町のみ。

単純平均18,126

「海面漁業水揚げ量」とは、海面で水揚げされた漁獲量（収穫量）のことで、水

産行政に係る指標として用いられる。

なお、ここでは、漁業センサスによる漁業経営体を用いて算出した。

海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）＝水揚げ量÷経営体数

【水揚げ量：3,198ｔ、経営体数：253世帯（事業所）

（平成30年・糸島市）】

資料：農林水産省大臣官房統計部

資料： 「海面漁業生産統計調査」、「漁業センサス報告書」

平成30年の糸島市の海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）は、12,640kg。

平成15年度から15年間で2,182kg増加している。

また、全国の55,198kgと比べ42,558kg、福岡県の28,954kgと比べ16,314kg

少ない。

福岡都市圏内では、漁業活動が行われた５市町のうち３番目に多い。

※福岡都市圏全域の海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）は25,103ｋｇ

※福岡都市圏4市1町の海面漁業水揚げ量（１経営体当たり）の単純平均は

18,126ｋｇ

（51）海面漁業水揚げ量 １2，6 4０ｋｇ
（１経営体当たり）
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全国

従業者数

1人当たり

福岡県

従業者数

1人当たり

糸島市

従業者数

1人当たり
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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全国、福岡県、糸島市の推移
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（千円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２７年】

都市圏全域30,632

「製造品出荷額等」とは、製造品出荷額、加工賃収入額及びその他収入額の合計

で、消費税額を含んだ額をいう。地域の産業振興や雇用創出、工業団地開発計画・

企業誘致施策などに係る指標として用いられる。

なお、ここでは、従業者数４人以上の製造事業所による指標とする。

製造品出荷額等（従業者一人当たり）＝製造品出荷額等÷製造業従業者数

【製造品出荷額等：43,669百万円、従業者数：2,430人

（平成27年・糸島市）】

資料：経済産業省大臣官房調査統計グループ「工業統計調査結果」

経済センサス－活動調査（平成27年）

平成27年の糸島市の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）は、17,879千円。平成12年

から15年間で4,865千円増加している。

また、全国の41,763千円と比べ23,884千円、福岡県の42,384千円と比べ24,505千円少な

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち５番目に少ない。

※福岡都市圏全域の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）は30,632千円

※福岡都市圏9市8町の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）の単純平均は

30,337千円

（66）製造品出荷額等 １７，８７９千円
（従業者一人当たり）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（千円）
全国、福岡県、糸島市の推移
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（千円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

都市圏全域32,926

「製造品出荷額等」とは、製造品出荷額、加工賃収入額及びその他収入額の合計

で、消費税額を含んだ額をいう。地域の産業振興や雇用創出、工業団地開発計画・

企業誘致施策などに係る指標として用いられる。

なお、ここでは、従業者数４人以上の製造事業所による指標とする。

製造品出荷額等（従業者一人当たり）＝製造品出荷額等÷製造業従業者数

【製造品出荷額等：58,527百万円、従業者数：3,215人

（令和元年・糸島市）】

資料：経済産業省大臣官房調査統計グループ「工業統計調査結果」

経済センサス－活動調査（平成23、27年）

令和元年の糸島市の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）は、18,204千円。平成22年

から９年間で2,092千円増加している。

また、全国の41,792千円と比べ23,588千円、福岡県の44,559千円と比べ262355円少な

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に少ない。

※福岡都市圏全域の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）は32,926千円

※福岡都市圏10市7町の製造品出荷額等（従業者数一人当たり）の単純平均は32,449

千円

（52）製造品出荷額等 １８，２０４千円
（従業者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標７】地域資源を生かした産業創出のまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（９市８町）の比較【平成２４年】

都市圏全域 70,617

「年間商品販売額」とは、卸売事業所及び小売事業所の年間の商品販売額の合計

で、消費税額を含んだ額をいう。地域の産業振興や商店街の活性化などに係る指標

として用いられる。

年間商品販売額（従業者一人当たり）＝年間販売額÷卸・小売業従業者数

【年間販売額：86,497百万円、従業者数：3,745人

（平成24年・糸島市）】

資料：総務省及び経済産業省「経済センサス-活動調査結果」

平成24年の糸島市の年間商品販売額（従業者数一人当たり）は、23,097千円。

全国の54,271千円と比べ31,174千円、福岡県の52,330千円と比べ29,233千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の年間商品販売額（従業者数一人当たり）は70,617千円

※福岡都市圏9市8町の年間商品販売額（従業者数一人当たり）の単純平均

は47,679千円

（67）年間商品販売額 ２３，０９７千円
（従業者一人当たり）

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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< H28 経済センサス活動調査 >
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（千円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域 74,894

「年間商品販売額」とは、卸売事業所及び小売事業所の年間の商品販売額の合計

で、消費税額を含んだ額をいう。地域の産業振興や商店街の活性化などに係る指標

として用いられる。

年間商品販売額（従業者一人当たり）＝年間販売額÷卸・小売業従業者数

【年間販売額：95,144百万円、従業者数：4,478人

（平成2８年・糸島市）】

資料：総務省及び経済産業省「経済センサス-活動調査結果」

平成27年の糸島市の年間商品販売額（従業者数一人当たり）は、21,247千円。

全国の57,737千円と比べ36,490千円、福岡県の56,140千円と比べ34,893千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏全域の年間商品販売額（従業者数一人当たり）は74,894千円

※福岡都市圏10市7町の年間商品販売額（従業者数一人当たり）の単純平均

は49,291千円

（53）年間商品販売額 ２１，２４７千円
（従業者一人当たり）

< H24 経済センサス活動調査 >
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（事業所）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

都市圏全域85.8

この指標は、生産年齢人口（15歳以上64歳以下）に対する事業所数の割合で、地域の産業振興

や雇用の創出などに係る指標として用いられる。

「事業所・企業統計調査」が、調査員の現地確認により事業所を把握したのに対し、「経済セン

サス」は、商業・法人登記簿からの把握も加えたため、総事業所数を単純に比較することはできな

いが、ともに全ての事業所に対する調査であるため、ここでは参考として掲載する。

なお、令和元年経済センサス基礎調査から調査対象が変更となり、国税庁法人番号の活用により

前回までに捉えられていなかった事業所が追加されたため、従来より事業所数が増加している

事業所数（生産年齢人口千人当たり）＝事業所数÷生産年齢人口×1,000

【事業所数：3,688事業所、生産年齢人口：55,369人

（令和元年・糸島市）】※産業分類不能の事業所は含まない。

資料：総務省統計局、経済産業省大臣官房調査統計グループ

資料：「事業所・企業統計調査結果」、「経済センサス基礎調査結果」

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年の糸島市の事業所数（生産年齢人口千人当たり）は、66.6事業所。

全国の87.1事業所と比べ20.5事業所、福岡県の89.0事業所と比べ22.4事業所少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に少ない。

※福岡都市圏全域の事業所数（生産年齢人口千人当たり）は85.8事業所

※福岡都市圏10市7町の事業所数（生産年齢人口千人当たり）の単純平均は

70.7事業所

（54）事業所数 6 6．6事業所
（生産年齢人口千人当たり）

＜事業所・企業統計調査＞ ＜経済センサス基礎調査＞
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フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成30年度】

単純平均7,632

「市内総生産額」とは、市内にある事業所の生産活動によって生み出された生産

物の総額（産出額）から中間投入額（原材料費や帰属利子等）を除いたもので、市

内の総合的な経済指標として用いられる。

なお、総生産額の算出には、名目値（物価変動の含まれている年々の時価で評

価）と実質値（名目値の物価変動分を取り除いた値）があるが、ここでは名目値を

利用する。

市内総生産額（就業者一人当たり）＝市内総生産額÷就業者数

【市内総生産額：216,360百万円（平成30年度・糸島市）】

※就業者数は、国勢調査結果をもとに内閣府及び福岡県が独自に集計。

資料：福岡県調査統計課「市町村民経済計算報告書」

※使用する基礎資料の改訂や推計方法の見直し等により、過去の計数も遡って改定

平成30年度の糸島市の市内総生産額(就業者一人当たり)は、6,161千円。

福岡県の7,869千円と比べ1,708千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に少ない。

※福岡都市圏10市7町の市内総生産額(就業者一人当たり)の単純平均は

7,632千円

（55）市内総生産額 ６，１６１千円
（就業者一人当たり）
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（人）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２６年】

単純平均654

この指標は、生産年齢人口（15歳以上64歳以下）に対する従業者数の割合で、

地域の産業振興や雇用の創出などに係る指標として用いられる。

なお、「事業所・企業統計調査」が、調査員の現地確認により事業所を把握した

のに対し、「経済センサス」は、商業・法人登記簿からの把握も加えたため、従業

者数を単純に比較することはできないが、ともに全ての事業所に対する調査である

ため、ここでは参考として掲載する。

従業者数（生産年齢人口千人当たり）＝従業者数÷生産年齢人口×1,000

【従業者数：25,802人、生産年齢人口：58,576人

（平成2６年・糸島市）】

資料：総務省統計局、経済産業省大臣官房調査統計グループ

資料：「事業所・企業統計調査結果」、「経済センサス基礎調査結果」

資料：総務省統計局「人口推計」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

平成26年の糸島市の従業者数（生産年齢人口千人当たり）は、440人。

全国の794人と比べ354人、福岡県の770人と比べ330人少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も少ない。

※福岡都市圏全域の従業者数（生産年齢人口千人当たり）は776人

※福岡都市圏10市7町の従業者数（生産年齢人口千人当たり）の単純平均は654人

（56）従業者数 ４４０人（生産年齢人口千人当たり）

＜事業所・企業統計調査＞ ＜経済センサス基礎調査＞
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【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり

52.2 
51.2 

50.1 
49.4 44.0 43.8 

51.3 52.1 

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

H12 H17 H22 H27

（％） 全国、福岡県、糸島市の推移

福岡県

糸島市

82.4 

52.1 

43.2 43.1 38.8 37.0 36.8 36.2 36.2 34.3 33.8 33.7 32.7 30.7 30.4 30.2 29.2 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

福
岡
市

糸
島
市

宗
像
市

古
賀
市

久
山
町

宇
美
町

福
津
市

筑
紫
野
市

那
珂
川
市

篠
栗
町

須
恵
町

志
免
町

粕
屋
町

新
宮
町

春
日
市

大
野
城
市

太
宰
府
市

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２７年】

都市圏全域64.1

「市内で就業している人の割合」とは、15歳以上の就業者数に占める市内で就

業している人の割合で、雇用確保・雇用創出行政の指標として用いられる。

就業者：調査週間中，賃金，給料，諸手当，営業収益，手数料，内職収入など収入

（現物収入を含む。）を伴う仕事を少しでもした人をいう。（休業者も含む。）

市内で就業している人の割合＝市内で就業している人数÷15歳以上の就業者数

【市内で就業している人：23,817人、15歳以上の就業者数：45,717人（平成

27年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

資料：総務省統計局「国勢調査」

平成27年の糸島市の市内で就業している人の割合は、52.1％。平成12年以降でみ

ると、15年間で8.1ポイント増加している。

また、福岡県の49.4％と比べ2.7ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の市町内で就業している人の割合は64.1％

※福岡都市圏10市7町の市町内で就業している人の割合の単純平均は38.9％

（57）市内で就業している人の割合 ５２．１％
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向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成３０年度】

都市圏全域20,560

法人市民税は、市内に事務所、事業所などがある法人等に課税されるもので、法

人税（国税）の税額に応じて課税される 「法人税割」 と、法人等の規模に応じて課

税される「均等割」がある。

法人市民税収納額（人口一人当たり）＝法人市民税収納額÷人口総数

【法人市民税収納額：416,887千円、人口総数：97,910人

（平成30年度・糸島市）】

資料： 総務省自治財政局「地方財政統計年報」

総務省統計局・福岡県調査統計課「人口推計」（年報）

平成30年度の糸島市の法人市民税(人口一人当たり)は、4,258円。平成21年度から9年間

で537円増加している。

また、全国の17,553円と比べ13,295円、福岡県の15,988円と比べ11,730円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も少ない。

※福岡都市圏全域の法人市民税(人口一人当たり)は20,560円

※福岡都市圏10市7町の法人市民税(人口一人当たり)の単純平均は10,835円

（58）法人市民税収納額 ４，２５８円
（人口一人当たり）
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統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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（千円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成30年度】

単純平均2,978

「市民所得」とは、労働の対価として分配される雇用者報酬、資産運用等による

財産所得、企業利益等による企業所得の合計で、市内の居住者に帰属する所得を把

握したもの。市の経済水準を表す指標の一つとして用いられる。

市民所得（人口一人当たり）＝市民所得÷人口総数

【市民所得：271,164百万円、（平成30年度・糸島市）】

※県及び市町村人口は、総務省人口をもとに福岡県が独自に按分。

資料：福岡県調査統計課「市町村民経済計算報告書」

※使用する基礎資料の改訂や推計方法の見直し等により、過去の計数も遡って改定

平成30年度の糸島市の市民所得(人口一人当たり)は、2,772千円。平成21年度以降

緩やかに上昇している。

また、福岡県の2,885千円と比べ113千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に少ない。

※福岡都市圏10市7町の市民所得(人口一人当たり)の単純平均は2,978千円

（59）市民所得 ２，７７２千円
（人口一人当たり）
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基礎データの資料
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フ）から見る市の動

向

【基本目標５】ブランド糸島で活気あふれるまちづくり
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福岡県、糸島市の推移

福岡県

糸島市

「観光入込客数」とは、市外から当該市に宿泊・日帰りで観光に訪れた人の数

で、観光行政の推進に係る指標として用いられる。

【観光入込客数：6,827千人（平成30年・糸島市）】

※平成12年及び17年は、１市２町の合算値。

※平成30年調査分から基礎データとしていた資料は非公表

資料：福岡県観光局観光政策課「福岡県観光入込客推計調査」

平成30年の糸島市の観光入込客数は、6,827千人。平成12年以降でみると、

一貫して増加しており、18年間で4,231千人増加している。

（60）観光入込客数 ６，８２７千人

福岡都市圏（１０市７町）の比

※平成３０年より非公開となったため、福岡都市圏との比較はできない。
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統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標６】快適で住みよいまちづくり

32.6 32.6 32.8 32.8 32.8 32.3 32.3 32.4 32.4 32.4 32.4 32.4 

55.1 55.1 55.7 55.7 55.7 55.7 55.8 55.4 55.4 55.4 55.4 55.4 

54.2 54.2 54.2 54.5 54.5 54.5 54.4 54.4 54.4 54.4 54.4 54.4 

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

H17 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

97.1 95.5 94.9 

74.2 73.9 67.7 67.3 62.3 61.6 60.1 57.7 54.4 50.6 
39.2 32.7 31.4 27.3 

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

志
免
町

春
日
市

粕
屋
町

福
津
市

新
宮
町

福
岡
市

古
賀
市

大
野
城
市

須
恵
町

太
宰
府
市

宗
像
市

糸
島
市

筑
紫
野
市

宇
美
町

篠
栗
町

久
山
町

那
珂
川
市

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

都市圏全域58.2

「可住地面積割合」とは、総面積に対する可住地面積の割合で、土地利用に係る

指標として用いられる。

可住地面積：総面積から林野面積及び主要湖沼面積（面積１㎢以上の湖沼）

可住地面積：を差し引いて算出される。

可住地面積割合（総面積当たり）＝可住地面積÷総面積

【可住地面積：11,744ha、総面積：21,570ha（平成30年・糸島市）】

※全国の総面積は、北方四島及び竹島を含んで算出。

資料：国土交通省国土地理院測図部「全国都道府県市区町村別面積調」

総務省統計局「統計でみる都道府県（市区町村）のすがた」

令和元年の糸島市の可住地面積割合（総面積当たり）は、54.4％。平成17年以降

でみるとほぼ横ばいとなっている。

また、全国の32.4％と比べ22.0ポイント高く、福岡県の55.4％と比べ1.0ポイント

低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に低い。

※福岡都市圏全域の可住地面積割合(総面積当たり)は58.2％

※福岡都市圏10市7町の可住地面積割合(総面積当たり)の単純平均は61.6％

（61）可住地面積割合 ５４．4％
（総面積当たり）

- 70 -



全国

改良済延長

概成済延長

計画延長

整備率

福岡県

改良済延長

概成済延長

計画延長

整備率
糸島市

改良済延長
概成済延長
計画延長
整備率

全国
福岡県
糸島市

篠栗町
太宰府市
福岡市
那珂川市
大野城市
筑紫野市
春日市
宗像市
福津市
糸島市
久山町
古賀市
志免町
粕屋町
新宮町
須恵町
宇美町

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標６】快適で住みよいまちづくり

70.1 

70.4 

82.9 
72.6 73.3 

74.1 74.8 

75.0 
75.2 

76.1 
77.0 

67.2 

66.6 

69.2 
70.4 72.8 

73.6 74.0 

75.8 77.0 77.6 79.0 

65.7 
66.0 

65.6 68.0 68.1 66.0 66.6 66.5 66.6 
71.3 75.7 

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 R2

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

100.0 
96.4 91.5 91.3 91.2 88.7 85.9 85.9 81.0 75.7 75.0 74.7 64.0 

42.1 40.9 
31.3 

22.7 
20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

篠
栗
町

太
宰
府
市

福
岡
市

那
珂
川
市

大
野
城
市

筑
紫
野
市

春
日
市

宗
像
市

福
津
市

糸
島
市

久
山
町

古
賀
市

志
免
町

粕
屋
町

新
宮
町

須
恵
町

宇
美
町

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和２年】

単純平均72.8

「都市計画道路整備率」とは、計画延長に対する改良済延長及び概成済延長の割合

で、都市計画の指標として用いられる。

改良済道路は、道路用地が計画幅員のとおり確保されており、一般の通行の用に供し

ている道路延長及び事業決定区間の全体事業費に対する当該年度末換算完成延長の合計

をいう。また、概成済道路は、改良済以外の区間のうち、路線として都市計画道路と同

程度の機能を果たしうる現道（概ね計画幅員の2/3以上又は４車線以上の幅員を要する道路）

を有する区間で、その現道に対応する都市計画道路延長をいう。

都市計画道路整備率＝（改良済延長＋概成済延長）／計画延長

【改良済延長：33.1km、概成済延長：27.5km、計画延長：80.0km

（令和２年３月31日現在・糸島市）】

資料：国土交通省「都市計画現況調査」

糸島市都市計画課「都市計画道路整備現況調査」

令和２年の糸島市の都市計画道路整備率は、75.7％。平成22年以降でみる

と、９年間で10ポイント増加している。

また、全国の77.0％と比べ1.3ポイント、福岡県の79.0％と比べ3.3ポイン

ト低い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に低い。

※福岡都市圏全域の都市計画道路整備率は83.9％

※福岡都市圏10市7町の都市計画道路整備率の単純平均は72.8％

（62）都市計画道路整備率 ７５．７％
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【平成２８年度】

単純平均 10.05

「都市公園等面積」とは、都市公園法に基づき国または地方公共団体が設置する

公園や緑地、都市計画区域外において都市公園に準じて設置されている特定地区公

園（カントリーパーク）の面積のことで、公園や緑地の整備や維持管理に係る都市

行政の指標として用いられる。

都市公園等面積（人口一人当たり）＝都市公園等総面積÷人口総数

【総面積：50.62ha、人口総数：99千人（都市計画区域人口）

（平成28年度・糸島市）】

資料：国土交通省都市局、福岡県公園街路課「都市公園等整備現況調査」

平成28年度の糸島市の都市公園等面積(都市計画区域人口一人当たり)は、5.11㎡。平

成18年度から10年間で0.77㎡増加している。

また、全国の10.40㎡と比べ5.29㎡、福岡県の9.45㎡と比べ4.34㎡少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に少ない。

※福岡都市圏全域の都市公園等面積(都市計画区域人口一人当たり)は

8.86㎡

※福岡都市圏10市7町の都市公園等面積(都市計画区域人口一人当たり)の

単純平均は10.05㎡

（63）都市公園等面積 ５．１１㎡
（都市計画区域人口一人当たり）
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フ）から見る市の動

向

【基本目標６】快適で住みよいまちづくり
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「水道普及率」とは、人口総数に対する給水人口総数（上水道、簡易水道及び専

用水道による給水人口の総数）の割合で、水道施設整備や上水道事業など、水道行

政に係る指標として用いられる。

水道普及率＝給水人口総数（上水道＋簡易水道＋専用水道）÷人口総数

【給水人口総数：78,159人、人口総数：98,111人

（令和元年度・糸島市）】

資料：厚生労働省健康局「水道の基本統計」

資料：福岡県水資源対策課「福岡県の水道」

令和元年度の糸島市の水道普及率は、79.7％。平成12年度から19年間で6.9ポイン

ト増加している。

また、全国の98.1％と比べ18.4ポイント、福岡県の94.9％と比べ15.2ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に低い。

※福岡都市圏全域の水道普及率は96.5％

※福岡都市圏10市7町の水道普及率の単純平均は93.2％

（64）水道普及率 ７９．７％
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（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

都市圏全域96.5
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

都市圏全域99.3

「汚水処理人口普及率」とは、人口総数に対する汚水処理人口の割合で、生活排

水処理施設がどの程度普及しているかなど、下水道行政に係る指標として用いられ

る。

汚水処理人口：公共下水道、農業集落排水施設等、合併浄化槽、コミュニ

汚水処理人口：ティ・プラント（地域し尿処理施設）の整備人口。

汚水処理人口普及率＝汚水処理人口÷人口総数

【汚水処理人口：91,864人、人口総数：101,665人

（令和元年度・糸島市）】

資料：農林水産省・国土交通省・環境省「汚水処理人口普及状況」

資料：福岡県下水道課「福岡県の下水道」

令和元年度の糸島市の汚水処理人口普及率は、90.4％。平成21年度からの10年間

で10.1ポイント増加している。

また、全国の91.7％と比べ1.3ポイント、福岡県の93.0％と比べ2.6ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏全域の汚水処理人口普及率は99.3％

※福岡都市圏10市7町の汚水処理人口普及率の単純平均は98.3％

（65）汚水処理人口普及率 ９0．4％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

【基本目標６】快適で住みよいまちづくり
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（mg/l） 県内２級河川の平均ＢＯＤ値比較【令和元年度】
県内２級河川単純平均2.1

「ＢＯＤ値（生物化学的酸素要求量）」とは、水中の有機物などを微生物が分解

するときに消費する酸素量のことで、値が大きいほど、水質汚濁が進行しているこ

とを示す。河川や工場排水の汚濁の程度を表す指標として用いられる。

なお、ここでは、県内の２級河川（県営河川）を対象として算出。また、75％値

とは、年間観測データを良い方から並べた75%目の数値をいう。

糸島市のＢＯＤ値＝市内の２級河川のＢＯＤ値（合算値）÷７河川

【筑前海流入河川（令和元年度・糸島市）】※単位：mg/l

桜井川：2.0、雷山川：4.1、雷山川（長野川）：1.8、一貴山川：2.2、

加茂川：1.4、福吉川：2.8

【博多湾流入河川（令和元年度・糸島市）】※単位：mg/l

瑞梅寺川：1.5

資料：福岡県環境保全課「令和元年度版公害関係測定結果」

令和元年度の糸島市の河川の水質状況（２級河川のＢＯＤ値の平均）は、

2.3mg/l。平成20年度以降、増減を繰り返している。平成20年度からの11年間で

0.5mg/l増加している。

また、福岡県内の２級河川の平均値2.1mg/lより高い。

県内２級河川の平均ＢＯＤ値では、筑前海流入河川が2.7mg/l、博多湾流入河川が

1.4mg/lとなっている。

※数値が低い方が良い

（66）河川の水質状況 ２．3mg/l
（ＢＯＤ 75％値）
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

単純平均213.3

「生活系ごみ搬入量」とは、生活系ごみ（一般の家庭生活から出されるごみ）の

収集量及び処理施設への直接搬入量の合算値で、環境行政の推進に係る指標として

用いられる。

生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）＝搬入総量÷人口総数

【搬入総量：24,835t、人口総数：101,464人(令和元年・糸島市)】

資料：環境省大臣官房廃棄物･リサイクル対策部

「一般廃棄物処理実態調査結果」

総務省自治行政局「住民基本台帳に基づく人口」(10月１日現在)

令和元年の糸島市の生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）は、259.4kg。増減を繰

り返しているが、平成21年からの10年間で30.9kg増加している。

また、全国の218.7kgと比べ40.7kg、福岡県の212.0kgと比べ47.4kg多い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に多い。

※福岡都市圏全域の生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）は202.8kg

※福岡都市圏10市7町の生活系ごみ搬入量（人口一人当たり）の単純平均は

213.3kg

（67）生活系ごみ搬入量 ２５９．４ｋｇ
（人口一人当たり）
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年】

単純平均 31.7

（％）

「ごみのリサイクル率」とは、ごみ処理量及び集団回収量の合計に対する直接資

源化量、中間処理後再生利用量、集団回収量の合計が占める割合であり、環境行政

に係る指標として用いられる。

一般的に、排出量（ごみ処理量）の抑制、直接資源化量及び再生利用量の拡大、

集団回収量の拡大によってリサイクル率は向上する。

① 直接資源化量+中間処理後再生利用量+集団回収量

ごみのリサイクル率＝

×100

② ごみ処理量+集団回収量

①8,578ｔ、②34,764ｔ【令和元年・糸島市】

資料：環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部

「一般廃棄物処理実態調査結果」

令和元年の糸島市のごみのリサイクル率は、24.7％。平成20年から増減を繰り

返しているが、11年間で1.7ポイント増加している。

また、全国の19.6％と比べ5.1ポイント、福岡県の21.0％と比べ3.7ポイント高

い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち７番目に高い。

※福岡都市圏全域のごみのリサイクル率は14.8％

※福岡都市圏10市7町のごみのリサイクル率の単純平均は31.7％

（68）ごみのリサイクル率 ２４．７％
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

行政経営戦略
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全国

福岡県

糸島市

0.89 0.89 0.88 0.88 
0.82 0.79 0.75 0.75 0.75 0.71 0.68 

0.62 0.60 0.60 0.60 0.58 0.57 

0.2

0.4

0.6

0.8

1

福
岡
市

新
宮
町

久
山
町

粕
屋
町

大
野
城
市

筑
紫
野
市

春
日
市

那
珂
川
市

志
免
町

古
賀
市

太
宰
府
市

須
恵
町

宗
像
市

宇
美
町

篠
栗
町

福
津
市

糸
島
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福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

単純平均0.73

「財政力指数」とは、地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基

準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の平均値。

財政力指数が高い（１に近い若しくは１を超える）ほど、財源に余裕があるとい

える。

財政力指数＝基準財政収入額÷基準財政需要額

【令和元年度・糸島市】（過去３年間の平均）

※全国及び福岡県の数値は、域内市町村の平均値。

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

令和元年度の糸島市の財政力指数は、0.57。平成22年度以降でみるとほぼ横ばいか

ら若干増加傾向となっている。

また、全国の0.51と比べ0.06、福岡県の0.54と比べ0.03高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち最も低い。

※福岡都市圏10市7町の財政力指数の単純平均は0.73

※数値が高い方が良い

（69）財政力指数 ０．５7
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統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

行政経営戦略
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（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

単純平均92.0

「経常収支比率」とは、職員の給与、介護給付費や生活保護費、借金の返済など

毎年必ず必要な経費に、税や普通交付税などの自由に使える収入がどの程度費やさ

れているかを示す指標。数値が高いほど、財政が硬直化している（財政にゆとりが

ない）ことを示している。

人件費、扶助費、公債費等に充当した一般財源等

経常収支比率＝

経常一般財源等（地方税＋普通交付税等）

＋減収補塡債特例分＋臨時財政対策債

【令和元年度・糸島市】

※全国及び福岡県の数値は、域内市町村の平均値。

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

令和元年度の糸島市の経常収支比率は、89.8％。平成22年度から9年間で2.8ポイ

ント増加している。

福岡都市圏内では、全17市町のうち４番目に低い。

※福岡都市圏10市7町の経常収支比率の単純平均は92.0％

※数値が低い方が良い

（70）経常収支比率 ８９．8％

×100
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指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向

行政経営戦略
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

単純平均5.9

「実質公債費比率」とは、標準的な収入に対する借金返済額（元利償還額）の割

合。数値が高いほど、財政の硬直化が進んでいることを示している。１８％以上だ

と、新たな借金をするために国や都道府県の許可が必要となり、２５％以上だと借

金を制限される。

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）

実質公債費比率＝ －（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

【令和元年度・糸島市】（過去３年間の平均）

※全国及び福岡県の数値は、域内市町村の平均値。

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

令和元年度の糸島市の実質公債費比率は、6.5％。平成22年度以降でみると、9年間で11.8

ポイント減少している。

福岡都市圏内では、全17市町のうち８番目に高い。

※福岡都市圏10市7町の実質公債費比率の単純平均は5.9％

※数値が低い方が良い

（71）実質公債費比率 6．５％

×100
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全国

人口

一人当たり

福岡県
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一人当たり

糸島市
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行政経営戦略

指標の説明

指標の算出根拠

基礎データの資料

統計データ（グラ

フ）から見る市の動

向
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（千円）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

単純平均311

「地方債残高」とは、市が事業を行うに当たり、財源が不足する場合、例えば施

設を建設するなど一時に多額の資金を必要とするときに調達する借入金の残額のこ

とである。

市民一人当たり地方債残高＝地方債現在高（普通会計決算）÷人口総数

【地方債現在高 28,152,458千円、市民数98,187人

（令和元年度・糸島市）】

資料：総務省「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

総務省統計局「国勢調査報告」

福岡県調査統計課「福岡県の人口と世帯年報」

令和元年度の糸島市の市民一人当たり地方債残高は286,723円。平成22年度以降で

みると減少傾向にあり、９年間で77千円減少している。

また、全国の438千円と比べ151千円、福岡県の634千円と比べ347千円少ない。

福岡都市圏内では、全17市町のうち６番目に多い。

※福岡都市圏10市7町の市民一人当たり地方債残高の単純平均は311千円

（72）市民一人当たり地方債残高 286,723円
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福岡県
糸島市
前原市
二丈町
志摩町

福 岡 市
新 宮 町
須 恵 町
久 山 町
篠 栗 町
宇 美 町
福 津 市
筑紫野市
春 日 市
大野城市
宗 像 市
太宰府市
古 賀 市
糸 島 市
那珂川市
志 免 町
粕 屋 町

指標の説明
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向
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（％） 福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】
※０％の団体は、充当可能財源等が将来負担額を上回っている。

単純平均19.6

「将来負担比率」とは、標準的な収入に対する将来負担すべき実質的な負債の割

合。この比率が高いと、将来的に財政が圧迫される可能性が高くなる。３５０％以

上（都道府県及び政令指定都市は４００％以上）で財政健全化団体となり、「財政

健全化計画」の策定などが必要となる。

将来負担額ー（充当可能基金額＋特定財源見込額

＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

将来負担比率＝

標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

【令和元年度・糸島市】※全国・福岡県の数値は、域内市町村の平均値

資料：総務省自治財政局「地方財政状況調査」

福岡県「福岡県市町村普通会計決算及び健全化判断比率等の概要」

令和元年度の糸島市の将来負担比率は、0.0％。平成22年度以降でみると、一貫し

て減少しており、９年間で104.1ポイント減少している。

また、全国の27.4％と比べ27.4ポイント、福岡県の24.1％と比べ24.1ポイント低

い。

福岡都市圏内では、全17市長のうち10市町が0.0％となっている。

※福岡都市圏10市7町の将来負担比率の単純平均は19.6％

※数値が低い方が良い

（73）将来負担比率 ０．0％

×100
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98.1 98.3 98.5 
98.7 98.8 98.9 99.1 

99.2 99.3 99.3 99.3 
98.2 

98.3 

98.5 
98.7 98.9 99.0 99.0 

99.1 99.2 99.2 99.2 

98.4 98.7 99.1 99.2 99.3 99.4 99.5 99.6 99.6 99.6 99.6 

97.0

97.5

98.0

98.5

99.0

99.5

100.0

H21 H22 H23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1

（％）
全国、福岡県、糸島市の推移

全国

福岡県

糸島市

99.7 99.6 99.6 99.6 99.5 99.4 99.3 99.2 99.2 
99.0 99.0 99.0 99.0 

98.9 98.8 98.8 
98.6 

98.5

99.0

99.5

100.0

粕
屋
町

糸
島
市

春
日
市

新
宮
町

久
山
町

福
岡
市

古
賀
市

大
野
城
市

宗
像
市

那
珂
川
町

福
津
市

篠
栗
町

太
宰
府
市

志
免
町

筑
紫
野
市

須
恵
町

宇
美
町

（％）
福岡都市圏（１０市７町）の比較【令和元年度】

単純平均99.2

「市税の収納率」とは、市税の調定額（本来納付される額）に対する実際の収納

額の割合で、税負担の公平性を維持し、自主財源を確保していくための指標として

用いられる。

なお、ここでいう収納率は現年課税分で、滞納繰越分は除く。

また、国民健康保険税は含まない。

市税の収納率＝収納額÷調定額

【収納額：9,904,728千円、調定額：9,941,888千円

（令和元年度・糸島市）】

資料：総務省自治財政局「地方財政統計年報」

福岡県市町村支援課「市町村税徴収状況調」

令和元年度の糸島市の市税の収納率は、99.6％。平成21年度以降でみると増加傾

向にあり、10年間で1.2ポイント増加している。

また、福岡県の99.2％と比べ0.4ポイント高い。

福岡都市圏内では、全17市町のうち２番目に高い。

※福岡都市圏全域の市町村税の収納率は99.3％

※福岡都市圏10市7町の市町村税の収納率の単純平均は99.2％

（74）市税の収納率 ９９．６％
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